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◆

◆

印西市次世代育成支援行動計画―

後期計画―の実施状況などを発表

第 9 次 印 西 市 交 通

安 全 計 画（ 素 案 ）を 策 定

駅前放置自転車クリーンキャンペーン

…2

…3

…3

主 な 内 容

　
市
で
は
、
柏
市
・
我
孫
子
市
と
共

同
で
、
手
賀
沼
・
手
賀
川
周
辺
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
実
施
し
ま
す
。
　
こ
の
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
は
、
手
賀

沼
・
手
賀
川
周
辺

を
4
つ
の
ゾ
ー
ン

に
分
け
、
専
用
の

台
紙
に
ス
タ
ン
プ

を
3
つ
（
3
ゾ
ー

ン
分
）
以
上
集
め

て
応
募
す
る
と
、

抽
選
で
3
市
に
ち

な
ん
だ
す
て
き
な

景
品
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

胸
台
紙
配
布
場
所

（
市
内
）
…
経
済

政
策
課
、
中
央
公
民
館
、
印
西
市
観

光
情
報
館
、
ぶ
ら
り
川
め
ぐ
り
船
発

着
所
。

■時 
　
月
　
日
我
ま
で
2
カ
月
間
。

11

30

※
応
募
は
　
月
5
日
俄
消
印
有
効
。

12

胸
ス
タ
ン
プ
設
置
場
所
…
4
ゾ
ー
ン
、

　
カ
所
。

15胸
景
品
…
柏
レ
イ
ソ
ル
レ
プ
リ
カ
ユ

ニ
ホ
ー
ム
、
農
産
物
直
売
所
お
買
い

物
券
、
ぶ
ら
り
川
め
ぐ
り
ペ
ア
乗
船

券
、
チ
ー
バ
く
ん
グ
ッ
ズ
な
ど
、
総

計
1
5
0
人
に
当
た
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
。

■問 
経
済
政
策
課
地
域
資
源
振
興
班

（
緯
内
線
3
5
1
・
■メール k

e
ise
ik
a@

m
l.city

.in
zai.ch

ib
a.jp

）。

 手
賀
沼
・
手
賀
川
を
周
遊

　
Ｔ
Ｅ
Ｇ
Ａ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施

 柏
市
・
我
孫
子
市
と
共
同
開
催

▲葛自然豊かな手賀
沼周辺では、船上か
らさまざまな水辺の
生き物の姿を見るこ
とができます

　
9
月
5
日
か
ら
9
日
、

携
帯
用
簡
易
測
定
器
を

用
い
て
、
市
職
員
が
大

気
中
の
放
射
線
量
の
測

定
し
た
結
果
は
、
左
表

の
と
お
り
で
す
。

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

※
今
後
も
、
携
帯
用
簡

易
測
定
器
に
よ
り
市
職

員
が
測
定
し
参
考
値
と

し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

各
支
所
・
出
張
所
で
掲

示
し
公
表
し
ま
す
。

■問 
環
境
保
全
課
放
射
線

対
策
室
（
緯
内
線
3
6

6
～
3
6
8
）。

砂場校庭
測定日学校名№

100唖50唖5唖100唖50唖5唖
0.1690.1530.1220.1910.1980.2469/6木下小学校1
0.4440.4450.4340.3720.3560.3839/5小林小学校2
0.3320.2980.3100.1900.1940.1759/6大森小学校3
0.1660.1620.1420.2340.2360.2629/5船穂小学校4
0.3060.2760.1990.2920.2850.3159/6永治小学校5
0.4010.4110.4560.2660.2490.2349/6木刈小学校6
0.3160.3160.3690.1680.1700.1849/5内野小学校7
0.3050.3080.4160.1680.1600.1759/5原山小学校8
0.4460.4670.4520.2960.3090.3569/5小林北小学校9
0.2740.2670.2390.2900.2970.3489/5小倉台小学校10
0.2090.2310.1960.1840.1710.1689/5高花小学校11
0.2790.2900.3720.1360.1230.1189/5西の原小学校12
0.3240.3280.3570.1980.1960.1989/5原小学校13
0.2570.2360.2180.3260.3120.3499/5六合小学校14
0.1720.1550.1320.1180.1100.1209/5宗像小学校15
0.1500.1290.1050.1640.1610.1659/5平賀小学校16
0.3770.3910.4110.1220.1030.1039/5いには野小学校17
0.2570.2970.2880.2500.2660.3049/5本埜第一小学校18
0.2430.2200.2220.2550.2490.1969/5本埜第二小学校19
0.3170.3330.4120.1400.1290.1339/5滝野小学校20
0.3290.3030.2800.3580.3460.3219/6印西中学校21
0.2970.2950.3170.2320.2230.2629/5船穂中学校22
0.5020.4160.3390.1950.1990.2009/5木刈中学校23
0.4150.3710.3080.2620.2580.2549/5小林中学校24
0.2940.2860.2600.2380.2320.2659/5原山中学校25
0.2780.2820.2930.2020.2010.2279/5西の原中学校26
0.2210.1720.1530.1540.1360.1409/5印旛中学校27
0.4130.3810.3370.2990.2880.2719/5本埜中学校28
0.2050.2390.3160.1620.1860.2239/5滝野中学校29

砂場園庭
測定日園名№

100唖50唖5唖100唖50唖5唖
0.3020.2880.2910.2310.2270.2369/6大森幼稚園30
0.2960.3380.4390.2180.2330.2929/5瀬戸幼稚園31
0.2930.3210.3010.3190.3180.3479/5もとの幼稚園32
0.2580.2810.2530.1780.1810.1479/6木下保育園33
0.2020.1980.1620.1930.1860.1879/6大森保育園34
0.1710.1610.1650.1090.1260.1099/8内野保育園35
0.2610.2770.1680.1840.1850.1899/9木刈保育園36
0.2510.2460.1770.2770.3160.3849/6高花保育園37
0.2390.2460.2670.1830.1830.1959/6西の原保育園38
0.1980.1900.1620.1780.1770.2349/6もとの保育園39

屋上駐車場
測定日施設名№

100唖50唖5唖100唖50唖5唖
0.2710.2700.3330.2400.2510.2539/8印西市役所40
0.0930.0960.0950.1950.2190.2099/8印旛支所41
0.0930.0890.0990.2960.2810.3209/8本埜支所42

砂場公園の中心
測定日公園名№

100唖50唖5唖100唖50唖5唖
0.2940.2750.2730.4620.4630.4959/8大塚前公園43
0.2890.2950.2590.2470.2880.2909/8印旛中央公園44
0.3760.3610.3540.3520.3920.3869/8大門下児童公園45
―――0.3430.3580.3709/8松山下公園46
―――0.2920.2970.3159/8草深公園47
―――0.2700.2620.2719/8滝野公園48

　単位：詐Sｖ/ｈ＝マイクロシーベルト/時間
※今回の測定に使用した測定機器は、5月31日～6月3
日に検査機関が使用したもの〔Nal(TI)シンチレーショ
ンサーベイメータTCS-161（アロカ株式会社製）〕とは
違います。
今回：ラディ（PA-1000）（珂堀場製作所製）

 市内48カ所の空間放射線量の測定結果 

胸ＴＥＧＡスタンプラリーマップ胸

椎
名
眞
一
氏
（
木
下
）
が

全
国
都
市
監
査
委
員
会
表
彰
を
受
賞

　
椎
名
氏
は
、
平
成
　
年
　

15

12

月
に
印
西
市
監
査
委
員
に
選

任
さ
れ
、
現
在
も
そ
の
職
務

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　
今
回
の
受
賞
は
、
都
市
監

査
委
員
制
度
の
運
営
に
関
し
、

特
に
功
績
が
あ
っ
た
者
を
表

彰
す
る
も
の
で
、
同
氏
の
活

躍
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　
去
る
8
月
　
日
、
椎
名
眞

25

一
氏
が
全
国
都
市
監
査
委
員

会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

葛
椎
名
眞
一
氏

胸空間放射線量の測定結果（9月5日～9日測定）胸
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境
保
全
課
環
境
保
全
班
（
緯
内
線
3

6
5
）。

怯
　
月
は
水
質
浄
化
推
進
運
動
月
間

10
　
印
旛
沼
・
手
賀
沼
は
、
飲
料
水
、

農
業
用
水
、
工
業
水
の
水
源
と
し
て
、

ま
た
、
水
産
漁
場
や
県
民
の
憩
い
の

場
と
し
て
、
わ
た
し
た
ち
の
貴
重
な

財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
周
辺
で
の
都
市

化
な
ど
に
伴
い
、
水
質
が
汚
濁
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
利
水
上
の
問
題
も
生
じ

て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
印
西
市
を
含
む
関
係
市

町
、
県
お
よ
び
関
係
団
体
は
、
水
質

浄
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

【
家
庭
で
で
き
る
浄
化
対
策
】

①
流
し
で
は
、
ろ
紙
袋
な
ど
を
使
用

し
、
調
理
く
ず
を
流
さ
な
い
。

②
油
は
で
き
る
限
り
使
い
き
り
、
流

さ
な
い
よ
う
に
す
る
。

③
食
器
、
鍋
な
ど
の
油
は
布
で
ふ
き

取
っ
て
か
ら
洗
う
。

④
米
の
と
ぎ
汁
は
、
植
木
に
ま
い
た

り
、
無
洗
米
を
使
っ
た
り
、
極
力
流

さ
な
い
よ
う
に
す
る
。

⑤
洗
車
は
バ
ケ
ツ
を
使
用
し
、
洗
剤

は
控
え
め
に
す
る
。

⑥
石
け
ん
・
洗
剤
は
適
正
量
を
使
用

す
る
。

⑦
沈
殿
槽
の
設
置
、
側
溝
の
清
掃
を

心
掛
け
る
。

⑧
単
独
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化

槽
へ
の
転
換
、
窒
素
ま
た
は
リ
ン
除

去
能
力
を
有
す
る
高
度
処
理
型
合
併

処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
心
掛
け
る
。

ま
た
、
浄
化
槽
は
適
正
に
管
理
す
る
。

■問 
環
境
保
全
課
環
境
保
全
班
。

　
協
議
会
で
協
議
・
検
討
し
た
、
主

な
施
策
の
実
施
状
況
お
よ
び
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
左
表
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、

各
施
策
や
事
業
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
班

（
緯
内
線
2
4
6
）。

　千葉県防犯協会から印西市防犯組
合へ、去る9月14日、青色回転灯
付き防犯パトロール車（通称「青パ
ト」）が贈呈されました。
　今後の犯罪抑止効果が期待されま
す。
■問 市民安全課市民安全班（緯内線
714）。

　
市
の
子
育
て
支
援
施
策
を
積
極
的

に
推
進
す
る
た
め
に
、
印
西
市
次
世

代
育
成
支
援
行
動
計
画
（
後
期
計

画
）
を
平
成
　
年
3
月
に
策
定
し
ま

22

し
た
。

　
こ
の
計
画
で
は
、　
の
基
本
施
策

12

を
定
め
、
実
現
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま

な
個
別
施
策
や
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
子
育
て
支
援
施
策
を
充

実
さ
せ
る
た
め
、
平
成
　
年
度
の
個

22

別
施
策
の
実
施
状
況
お
よ
び
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
学
識
経
験
者

や
子
育
て
に
か
か
わ
る
各
種
団
体
の

代
表
な
ど
外
部
の
み
な
さ
ん
で
構
成

さ
れ
る
印
西
市
次
世
代
育
成
支
援
対

策
地
域
協
議
会
に
お
い
て
、
個
別
施

策
の
内
容
を
協
議
・
検
討
し
ま
し
た
。

胸印西市次世代育成支援行動計画に係る平成22年度の主な施策の実施状況胸

平成23年度目標平成22年度実施内容施策の取り組み内容個別
施策名

　保育士の確保および私立保育
園との連携を図り、待機児童ゼ
ロを目指す。

　定員の弾力化などにより待機
児童ゼロに努めたが、１１月以降
に０歳児、１歳児、２歳児に待
機児童が発生した。

　千葉ニュータウン中央駅周辺
および印西牧の原周辺の開発に
伴い人口の増加が見込まれるた
め、今後とも定員の弾力化など
で対応するとともに、保育園の
実施個所数などを見直し、待機
児童ゼロに努めていきます。

通
常
保
育

　県補助基準の所得制限導入に
よる変更が平成２０年１２月に行
われたが、小学校3年生までの
子どもに対し引き続きすべて対
象者として実施継続。
　県へ対象者拡大へ要望を行う。

　千葉県の制度改正により子ど
も医療費助成へ名称変更および
対象者を小学3年生まで拡大。
　医療費の（全部または一部）
を助成することにより、子ども
の保健対策の充実、保護者の経
済的負担軽減の一助となった。
台 帳 登 録 状 況　8,505人
（97.03％）。

　子どもの保健対策の充実およ
び保護者の経済的負担の軽減を
図るため、子どもの医療に要す
る費用を負担する保護者に、当
該費用の全部または一部を助成
していきます（対象０歳～小学
校３年生）。

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

　引き続き、事業の周知を推進
し、対象者の生活支援を行う。

　産褥（さんじょく）期ママヘ
ルプサービス事業から子育てヘ
ルプサービス事業に移行し、産
前産後の期間の延長、小学生以
下の児童を育児する家庭にも対
象者を広げた。
　育児・家事などを必要とする
世帯にホームヘルパーを派遣す
ることにより、精神的肉体的負
担を軽減し、生活支援の一助と
なった。
利用人数２０人。
利用回数１４０回。

　一時的に家事、育児等の支援
が必要な家庭に対し、ホームヘ
ルパーを派遣することにより、
保護者と児童の生活の安定を図
り、ゆとりある子育てを支援し
ます。　

子
育
て
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業

　地域の子育て家庭に対する子
育て支援事業を実施し、子育て
支援の充実を図る。
　地域子育て支援事業（セン
ター型５カ所）（ひろば型７カ
所）・かんがるー広場（銀の鈴保
育園内）を実施。

　子育てに関する講習の実施、
相談、情報の提供、助言を行っ
た。
　地域子育て支援事業（セン
ター型５カ所）・中央駅前子育て
支援センター・小林子育て支援
センター・西の原保育園こあら・
滝野子育て支援センター・山ゆ
り保育園子育て支援センター
（ひろば型６カ所）・こぎつねコ
ンタの広場・わくわくぽかぽか
広場・そうふけつどいの広場・
しおん広場（しおんワールド
内）・みんなのおへや（原山保育
園内）・マメタのぽんぽこ広場。

　地域の子育て支援機能の充実
を図るため、乳幼児およびその
保護者が相互の交流を行う場所
を中学校区に開設し、子育てに
関する講習の実施、相談、情報
の提供、助言を行います。
　また、より重点的な支援が必
要と判断された子育て家庭に対
して、関係機関との連携・協力に
より当該家庭へ訪問し、子育て
の不安等を緩和し、子どもの健
やかな育ちを促進していきます
（センター型事業、ひろば型事
業）。近郊公園や公共施設に出
向いて親子交流活動も行ってい
きます（センター型事業）。

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

 印
西
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

　
　
　
　
　
―
 後
期
計
画
 ―
の
実
施
状
況
な
ど
を
発
表

　
 平
成
　
年
度
に
お
け
る
「
子
ど
も

23

手
当
」
の
支
給
な
ど
に
関
す
る
特
別

措
置
法
に
よ
り
、
平
成
　
年
　
月
か

23

10

ら
平
成
　
年
3
月
ま
で
の
子
ど
も
手

24

当
の
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
月
中
に
、
0
歳
か
ら
中
学
3
年

10
生
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
に
、

案
内
文
や
認
定
申
請
書
な
ど
を
普
通

郵
便
で
発
送
す
る
予
定
で
す
。

　
改
正
さ
れ
た
「
子
ど
も
手
当
」
の

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、『
広
報

い
ん
ざ
い
』　
月
　
日
号
に
掲
載
し

10

15

ま
す
。

　
な
お
、
公
務
員
は
職
場
で
の
支
給

に
な
る
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班
（
緯

内
線
2
4
5
）。

 子
ど
も
手
当
が
　
月
か
ら
改
正
に

10

医療機関を選ぶポイント
シリーズ・心の道標瑛

■問 社会福祉課障害福祉班（緯内線268）

　精神的な病気が疑われるとき、「専
門医療機関＝精神科」への受診をこの
コラムで紹介してきました。
　あらためて、精神的な病気を取り扱
う医療機関を整理しましょう。
　まず、精神的な疾患を取り扱うのは
「精神科」です。大学病院や総合病院で
は、「精神神経科」「メンタルヘルス科」
としているようです。ここで、扱う疾
患は、統合失調症やうつ病、神経症な
どが主になります。
　次に「心療内科」ですが、本来は心
理的なストレスによって体調に影響を
及ぼす「心身症」専門の医療機関です。
ぜんそくや胃潰瘍（かいよう）の治療
をしてもなかなか改善されず長引いて

いる場合は、「心療内科」を尋ねてみま
しょう。
　また「神経内科」では、神経などの
病気を取り扱うため、最近では、高齢
者に多い「アルツハイマー病」を疑う
時に、受診するケースが多いです。
　さらに「脳神経外科」では、脳の器
質的な病気を取り扱うため、「脳血管
疾患に伴う疾病」のため受診すること
がほとんどです。「てんかん」の場合は、
「脳波」検査で診断することが多いため、
設備のある医療機関で治療するとよい
でしょう。
※精神疾患による継続した治療が必要
な場合は、「自立支援医療（精神通院）」
の対象になります。

　市では、社会福祉課障害福祉班の保健師・精神保健福
祉士が精神的な悩みに関する相談に応じます。

印西市防犯組合へ
青色回転灯付き

防犯パトロール車を贈呈

怯
　
月
1
日
は
浄
化
槽
の
日

10
　
浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
で
ト

イ
レ
や
台
所
な
ど
か
ら
の
排
水
を
き

れ
い
な
水
に
し
て
放
流
す
る
た
め
の

設
備
で
す
。
こ
の
機
能
を
十
分
に
発

揮
さ
せ
る
た
め
に
、
専
門
業
者
に
よ

る
適
正
な
設
置
工
事
と
保
守
点
検
・

清
掃
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
浄
化
槽
が
適
正
に
施
工
・

管
理
さ
れ
、
正
常
に
機
能
し
て
い
る

か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
指
定
機
関
に

よ
る
法
定
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
の
周
り
の
大
切
な
環

境
を
守
る
た
め
、
浄
化
槽
の
正
し
い

使
用
と
管
理
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

■問 
花
千
葉
県
浄
化
槽
協
会
（
緯
0
4

3
―
2
4
6
―
2
3
5
5
）、
市
環

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
なななななななななななななななななななななななななななななな
でででででででででででででででででででででででででででででで
守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守
ろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろ
うううううううううううううううううううううううううううううう
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切

 み
ん
な
で
守
ろ
う
 大
切
ななななななななななななななななななななななななななななななな
水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水
資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資
源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源
資
源

　毎年、赤い羽根共同募金運動に御支
援、御協力をいただきありがとうござ
います。
　共同募金は、スタートから今日まで
「寄付する人も寄付を募る人もボラン
ティア」として、住民一人ひとりの参
加によって成り立ってきました。
　今日まで集められた寄付金は、時代
ごとの福祉ニーズに合わせて、福祉施
設や福祉団体、社会福祉協議会などが
行うさまざまな活動を支援するために
活用されてきました。
　印西市支会では、今年も町内会や自
治会などを通じての戸別募金、市内各
駅頭などでの街頭募金を実施しますの
で、みなさんの温かいご協力をよろし
くお願いいたします。
■問 千葉県共同募金会印西市支会（社会
福祉協議会内・緯碓42 0294）。

じぶんの町を良くするしくじぶんの町を良くするしくみみ
～赤い羽根共同募金運動にご協力を～赤い羽根共同募金運動にご協力を～～
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（３）平成２３年（２０１１）１０月１日号

　9月は、安心・安全に
関する二つ行事があり
ました。
　ひとつは、9月14日
イオン千葉ニュータウ
ン店コスモス広場で行

われた「ひったくり防止キャンペーン」で、印西市
防犯組合、印西市防犯パトロール隊のみなさん参加
のもと、古川等印西警察署長と共にわたくしもひっ
たくりへの注意の呼びかけをいたしました。市内で
の発生件数はわずかですが、ひったくりに遭わない
ためにも、「手荷物は歩道側に」「バッグはたすき掛
け」「自転車のかごにカバーを付ける」など防犯対策
をお願いします。
　もうひとつは「秋の交通安全運動」です。市内で
の交通事故発生件数は、一昨年までは減少傾向にあ
りましたが、昨年は増加してしまいました。交通安
全運動は9月で終了しましたが、交通事故をなくす
ためにも常に子どもや高齢者などへの配慮し、安全
な歩行や運転をしましょう。
　また、9月の平成23年第3回印西市議会定例会で
は、「印西市暴力団排除条例」が可決・制定され、平
成24年4月1日から施行します。この条例は、暴
力団を排除し、市民の平穏な生活と事業活動の健全
な発展に寄与することを目的としています。今後、
条例に基づき、すでに「千葉県暴力団排除条例」を
施行している千葉県と連携し暴力団の排除を推進し
ていきます。
　『広報いんざい』9月15日号でお知らせしました
が、放射線等に対する対応についての基本方針を定
め、放射線対策のため放射線対策室を環境保全課内
に設置しました。放射線対策も含め、市民のみなさ
んの安全・安心ため、取り組んでいきたいと考えて
おります。

広報いんざい市長室
山 﨑 山 洋

出
張
所
・
公
民
館
。

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で

き
ま
す
。

「
第
9
次
印
西
市
交
通
安
全
計
画

（
素
案
）」
に
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い

　「
第
9
次
印
西
市
交
通
安
全
計
画

（
素
案
）」
に
対
す
る
、
み
な
さ
ん
の

ご
意
見
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
提
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
は
、
氏
名

お
よ
び
連
絡
先
な
ど
が
明
記
さ
れ
て

い
な
い
も
の
、
単
に
賛
否
の
結
論
を

示
し
た
も
の
、
趣
旨
が
不
明
確
な
も

の
を
除
き
、
交
通
安
全
対
策
会
議
で

審
議
し
、
計
画
に
反
映
し
ま
す
。

　
な
お
、
交
通
安
全
対
策
会
議
に
報

告
し
た
意
見
な
ど
は
公
表
し
ま
す
が
、

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
は
、
印
西

市
情
報
公
開
条
例
第
7
条
に
基
づ
き

公
表
は
し
ま
せ
ん
。

■対 
市
民
ま
た
は
市
内
に
通
勤
・
通
学

す
る
人
。

■申 
　
月
　
日
俄
（
当
日
消
印
有
効
）

10

31

ま
で
に
、
提
出
用
書
類
に
意
見
・
氏

名
お
よ
び
連
絡
先
を
明
記
し
、
左
記

窓
口
ま
で
持
参
。
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
可
。

※
氏
名
・
連
絡
先
（
住
所
・
電
話
番

号
）・
件
名
（
第
9
次
印
西
市
交
通

安
全
計
画
（
素
案
）
に
つ
い
て
の
意

見
）
が
明
記
さ
れ
て
い
れ
ば
、
任
意

の
様
式
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

印
西
市
交
通
安
全
計
画
と
は

　
市
で
は
、
交
通
安
全
対
策
基
本
法

（
昭
和
　
年
）
の
制
定
に
伴
い
、
昭
和

45

　
年
を
初
年
度
と
し
て
、
5
年
ご
と

46に
交
通
安
全
計
画
を
策
定
。
安
全
か

つ
快
適
な
交
通
社
会
の
実
現
を
目
指

し
て
、
県
や
関
係
機
関
と
協
力
し
て

交
通
事
故
防
止
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　「
第
9
次
印
西
市
交
通
安
全
計
画

（
素
案
）」
は
、
年
間
の
交
通
事
故
死

者
数
を
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
づ
け
る

こ
と
を
目
標
に
、
平
成
　
年
度
か
ら

23

平
成
　
年
度
ま
で
の
交
通
安
全
施
策

27

を
示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
で
は
主
要
施
策
と
し
て
、

次
の
5
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

①
安
全
か
つ
円
滑
な
道
路
環
境
の
整

　
備

②
交
通
安
全
意
識
の
高
揚

③
高
齢
者
の
交
通
安
全
対
策
の
推
進

④
救
助
・
救
急
体
制
の
整
備

⑤
官
民
一
体
と
な
っ
た
交
通
安
全
推

　
進
体
制
の
確
保

胸
閲
覧
場
所
…
市
役
所
、
各
支
所
・

第
9
次
印
西
市
交
通
安
全
計

 第
9
次
印
西
市
交
通
安
全
計
画画

（
素
案
）
を
策

　
（
素
案
）
を
策
定定

 　
月
1
日
臥
～
　
月
　
日
我

10

11

30

※
地
図
中
の
■
部
分
は
自
転
車
等

放
置
禁
止
区
域
で
す

月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
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月
1
日
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「
法
の
日
」

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111100000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000010

　「
声
の
広
報
」
を
作
成
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
養
成
し
ま
す
。
市
の
広
報
を

録
音
す
る
な
ど
、
視
覚
障
が
い
の
あ
る

人
に
分
か
り
や
す
く
情
報
を
伝
え
る
音

訳
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
　
月
1
日
峨
、
8
日
峨
、　
日
峨
、

11

15

　
日
峨
、　
月
6
日
峨
・
い
ず
れ
も
午

22

12

音訳ボランティア
養成講座（初級編）

※
提
出
用
書
類
は
前
述
の
閲
覧
場
所

に
設
置
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

■問 
市
民
安
全
課
市
民
安
全
班
（
〒
2

7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3

6
4
―
2
・
緯
内
線
7
1
2
・
胃
碓42 

7
2
4
2
・
■メール sim

in
an
ze
n
k
a

@
m
l.city

.in
zai.ch

ib
a.jp

）。

　
市
で
は
、
駅
周
辺
を

｢
自
転
車
等
放
置
禁
止

区
域
｣
に
指
定
し
て
い

ま
す
（
下
図
参
照
）。

　
き
れ
い
で
快
適
な
駅

前
空
間
を
実
現
す
る
た

め
、
指
定
さ
れ
た
区
域

に
放
置
し
た
自
転
車
、

原
動
機
付
自
転
車
（
総

排
気
量
　
穐
以
下
）
は
、

50

随
時
撤
去
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
月
　
日
臥
～
　
日
俄
は
「
駅
前

10

22

31

放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
強
調
期
間
」
で
す
。

　
市
も
、
県
内
一
斉
に
行
わ
れ
る
こ

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
に
、
街
頭
な
ど

で
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
マ
ナ
ー
を
守
り
、
美
し
い
駅
前
空

間
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
市
民
安
全
課
市
民
安
全
班
（
緯
内

線
7
1
2
）。

駅前放置自転車
クリーンキャンペーン

印西牧の原駅前

自転車
駐車場

←千葉ニュータウン中
←千葉ニュータウン中央央

印旛日本医大
印旛日本医大→→

自転車
駐車場

ＪＪＲＲ
小林小林駅駅

小林駅前

ジョビジョビアア

マルエマルエツツ

ホ
テ
ホ
テ
ルル

マ
ー
ク
ワ

マ
ー
ク
ワ
ンン

千葉ニュータウン
中央駅前

自転車駐車場

←小室

印西牧の原印西牧の原→→
自
転
車
駐
車
場

防災行政無線の内容を
確認したいときは

　防災行政無線から放送され
た内容を確認したい時、下記
の電話にかけると最新の放送
内容を聞くことができます。
放送内容が分からなかったり、
もう一度聞きたい場合は、防
災行政無線テレホンサービス
をご利用ください。
※このサービスの通話料は利
用者負担となります。
【防災行政無線テレホンサー
ビス電話番号】

　緯碓40 2900
■問 防災課防災班（緯内線４５4）。

　
市
で
は
、
3
月
　
日
に
発
生
し
た

11

「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」に
よ
り
、

住
宅
な
ど
に
被
害
を
受
け
た
人
に
対

し
て
、「
り
災
証
明
書
」
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

　
ま
だ
、
申
請
手
続
き
を
、
さ
れ
て

い
な
い
人
は
、
早
め
の
手
続
き
を
お

 ご
存
じ
で
す
か
「
り
災
証
明
書
」
の
交
付
申
請

怯
司
法
書
士
に
よ
る
登
記
・
法

律
無
料
相
談
会

　
千
葉
司
法
書
士
会
佐
倉
支
部
に
よ

る
「
法
の
日
・
登
記
法
律
無
料
相
談

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

■時 
　
月
4
日
峨
・
午
前
9
時
～
正
午
。

10
■場 
市
役
所
附
属
棟
　
会
議
室
。

23

■内 
噛
不
動
産
の
登
記
に
関
す
る
手

続
き
（
相
続
・
売
買
な
ど
）
噛
会
社

の
登
記
に
関
す
る
手
続
き
（
会
社
設

立
・
役
員
変
更
な
ど
）
噛
簡
易
裁
判

所
訴
訟
手
続
き
・
自
己
破
産
・
債
務

整
理
手
続
き
な
ど
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
千
葉
司
法
書
士
会
佐
倉
支
部
幹

事
・
北
村
（
緯
0
4
7
―
4
9
2
―

3
3
9
2
）。

怯
行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談

会　
こ
の
機
会
に
知
り
た
か
っ
た
事
、

心
配
な
事
、
ど
ん
な
さ
さ
い
な
事
で

も
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
予

約
も
で
き
ま
す
。

■時 
　
月
6
日
牙
・
午
後
1
時
～
4
時
。

10
■場 
市
役
所
会
議
棟
2
0
4
会
議
室
。

■内 
相
続
、
遺
言
、
成
年
後
見
、
内
容

証
明
、
会
社
設
立
、
外
国
人
在
留
許

可
、
帰
化
、
建
設
業
許
可
、
産
廃
、

農
地
、
ほ
か
各
種
許
認
可
な
ど
。

胸
主
催
…
千
葉
県
行
政
書
士
会
印

旛
支
部
。

■問 
中
井
（
緯
碓47 
6
0
1
2
）。

願
い
し
ま
す
。

胸
必
要
な
物
…
印
鑑
（
認
め
印
可
）。

胸
申
請
場
所
…
防
災
課
・
印
旛
支

所
・
本
埜
支
所
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
防
災
課
 防
災
班
（
緯
内
線
4
5

4
）。後

1
時
　
分
～
3
時
　
分
（
計
5
回
）。

30

30

※
　
月
1
日
は
午
後
0
時
　
分
～
4
時
。

11

50

■場 
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
竹
袋
）。

■定 
　
人
。

20
■費 
1
0
0
円
（
保
険
代
ほ
か
）。

■申 
電
話
で
印
西
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
緯
碓42 
0
9
2
4
）
ま
で
。

自転車
駐車場

木下駅前

ＪＲ木下ＪＲ木下駅駅

ライライフフ

 法
の
日
に
ち
な
ん
だ
無
料
相
談
会
を
開
催
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

　
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
用
意
し
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
コ

ン
サ
ー
ト
で
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
開
演

12

18

11

（
開
場
　
時
　
分
～
）。

10

30

胸
入
場
料
…
一
般
1
街
5
0
0
円
、

子
ど
も
（
0
歳
か
ら
小
学
生
ま
で
）

5
0
0
円
（
全
席
指
定
・
発
売
初
日

の
み
1
人
6
枚
ま
で
）。

※
障
害
者
割
引
は
一
般
料
金
よ
り
5

0
0
円
引
き
（
小
学
生
以
下
の
障
害

者
割
引
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
）。
チ

ケ
ッ
ト
購
入
の
際
、
障
害
者
手
帳
な

ど
に
よ
る
確
認
が
必
要
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

で
　
月
2
日
蚊
・
午
前
9
時
よ
り
発

10
売
開
始
。
残
券
が
あ
る
場
合
は
　
月
10

4
日
峨
か
ら
文
化
ホ
ー
ル
の
み
で
電

話
受
付
開
始
。

コ
ン
サ
ー
ト
・
フ
ォ
ー
・
キ
ッ
ズ
～
０
歳
か
ら
の
ク
ラ
シ
ッ
ク

「
ク
リ
ス
マ
ス
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
」

建
築
士
と
相
談
す
る
な
ど
点
検
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
こ
の
週
間
に
は
一
斉
公
開

建
築
パ
ト
ロ
ー
ル
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

■問 
建
築
課
開
発
建
築
班
（
緯
内
線
7

7
2
・
7
7
4
）。

県
営
住
宅
空
家
入
居
資
料
の
配
付

　
県
営
住
宅
の
募
集
お
よ
び
空
家
状

況
資
料
な
ど
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
募
集
資
料
は
二
種
類
、
空
家
入
居

（
年
4
回
／
4
・
7
・
　
・
1
月
）・

10

常
時
（
毎
月
）
で
す
。
資
料
は
募
集

月
の
前
月
末
ご
ろ
に
配
布
し
ま
す
。

■場 
市
役
所
建
築
課
お
よ
び
各
支
所
、

中
央
駅
前
出
張
所
、
牧
の
原
出
張
所
。

■問 
千
葉
県
住
宅
供
給
公
社
県
営
住
宅

管
理
部
募
集
課
（
緯
0
4
3
―
2
2

2
―
9
2
0
0
）、
建
築
課
住
宅
班

（
緯
内
線
7
7
1
・
7
7
3
）。

平成２３年（２０１１）１０月１日号（４）

パート英

い
。
募
集
要
項
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
ま
で
。

■問 
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
班

（
内
線
2
4
6
）。

印
西
市
介
護
相
談
員

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
や
そ
の
家

族
の
話
を
聞
き
、
相
談
な
ど
に
応
じ

る
介
護
相
談
員
を
募
集
し
ま
す
。

胸
募
集
人
員
…
若
干
名
。

胸
応
募
資
格
…
市
内
に
在
住
し
、
介

護
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
有
す
る

　
歳
ま
で
で
、
月
3
～
4
回
活
動
が

60で
き
る
人
（
要
普
通
自
動
車
免
許
）。

胸
業
務
内
容
…
施
設
な
ど
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
居
宅
に
訪
問
し
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
の
不

満
や
疑
問
な
ど
の
相
談
に
応
じ
る
。

胸
任
期
…
平
成
　
年
1
月
1
日
～
平

24

成
　
年
6
月
　
日
。

25

30

胸
報
酬
…
月
額
1
5
街
0
0
0
円
。

胸
応
募
方
法
…
　
月
　
日
俄
ま
で
に
、

10

31

論
文
（
テ
ー
マ
）「
介
護
保
険
制
度

と
高
齢
者
の
介
護
に
つ
い
て
」
を
4

0
0
字
詰
め
原
稿
用
紙
3
枚
以
内
と

履
歴
書
（
自
筆
で
写
真
張
り
付
け
）、

資
格
を
持
っ
て
い
る
人
は
証
明
書
の

写
し
を
、
左
記
ま
で
郵
送
ま
た
は
持

参
（
書
類
選
考
後
に
面
接
実
施
）。

■問 
印
西
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
〒
2
7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大

森
2
3
6
4
―
2
・
緯
碓42 
2
9
2

2
）。

保
育
園
非
常
勤
職
員

　
市
立
保
育
園
で
勤
務
す
る
非
常
勤

職
員
を
募
集
し
ま
す
。
登
録
制
。

【
保
育
士
・
保
健
師
・
看
護
師
】

胸
業
務
内
容
…
保
育
に
関
す
る
こ
と
。

胸
勤
務
場
所
…
市
立
保
育
園
。

胸
勤
務
時
間
…
平
日
・
午
前
7
時
～

午
後
7
時
、
土
曜
日
・
午
前
7
時
～

午
後
5
時
の
間
で
、
①
一
日
7
・
5

時
間
程
度
。
②
一
日
6
時
間
程
度
、

週
　
時
間
未
満
（
シ
フ
ト
体
制
）。

20
③
午
前
7
時
～
9
時
　
分
、
午
後
4

30

時
～
7
時
の
延
長
保
育
時
間
。

※
園
の
状
況
に
よ
り
勤
務
時
間
が
多

少
異
な
り
ま
す
。

■対 
健
康
で
保
育
の
仕
事
に
情
熱
を
持

つ
　
歳
未
満
の
人
。
勤
務
時
間
の
①
、

65
②
に
つ
い
て
は
、
保
育
士
、
看
護
師
、

保
健
師
の
い
ず
れ
か
の
資
格
が
必
要
。

③
は
保
育
士
の
資
格
が
必
要
。

胸
賃
金
…
保
育
士
9
1
0
円
～
1
街

0
1
0
円
（
経
験
年
数
に
よ
る
）・

看
護
師
1
街
1
4
0
円
・
保
健
師

1
街
1
8
0
円
。
※
通
勤
手
当
有
り
。

■申 
履
歴
書
（
自
筆
で
写
真
張
り
付

け
）
と
、
資
格
証
明
書
の
写
し
を
左

記
ま
で
提
出
。

■問 
保
育
課
保
育
班
（
内
線
2
2
3
）。

子
ど
も
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

非
常
勤
職
員

　
子
ど
も
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業

の
補
助
、
親
子
へ
の
遊
び
の
指
導
や

相
談
な
ど
に
携
わ
る
保
育
士
を
募
集

し
ま
す
（
登
録
制
）。

■対 
保
育
士
資
格
を
持
つ
人
。

■場 
子
ど
も
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
・
竹
袋
）。

■定 
1
人
。

胸
勤
務
時
間
…
火
～
日
曜
日
の
週
3

日
程
度
（
シ
フ
ト
制
）。
午
前
8
時

　
分
～
午
後
5
時
　
分
（
実
働
5
～

30

15

7
時
間
程
度
）。

胸
賃
金
…
時
給
9
1
0
円
～
1
街
0

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
を
開
始

胸
接
種
期
間
…
　
月
1
日
臥
～
　
月

10

12

　
日
臥
。
た
だ
し
、
年
末
は
医
療
機

31関
が
休
診
と
な
る
の
で
、
早
め
に
接

種
の
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■対 
市
内
在
住
で
、
昭
和
　
年
　
月
　

21

11

30

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
お
よ
び
、　60

歳
～
　
歳
ま
で
の
心
臓
・
腎
臓
・
呼

64

吸
器
の
機
能
障
害
に
よ
り
身
体
障
害

者
手
帳
1
級
を
有
す
る
人
。

胸
予
診
票
…
市
内
の
委
託
医
療
機
関

に
設
置
。
な
お
、
市
外
で
接
種
す
る

場
合
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
予
診
票

を
受
け
取
っ
て
か
ら
受
け
く
だ
さ
い
。

胸
通
知
…
対
象
者
に
は
、
9
月
末
に

は
が
き
を
発
送
し
ま
す
（
届
い
た
は

が
き
は
接
種
の
際
、
医
療
機
関
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
）。

※
9
月
1
日
以
降
に
転
入
し
た
人
は

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■費 
自
己
負
担
金
1
街
0
0
0
円
。

※
詳
し
い
実
施
方
法
・
実
施
医
療
機

関
は
、
通
知
は
が
き
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■問 
健
康
増
進
課
（
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
内
・
緯
碓42 
5
5
9
5
）。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
教
室

■時 
　
月
　
日
峨
・
午
前
　
時
～
正
午

10

25

10

（
受
け
付
け
9
時
　
分
）。

30

■場 
印
旛
合
同
庁
舎
（
佐
倉
市
）。

■内 
講
演
「
み
ん
な
で
知
っ
て
お
き
た

い
！
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
最
新
情
報
」

（
講
師
・
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院

機
構
下
志
津
病
院
小
児
科
医
師
鈴
木

修
一
氏
）、
交
流
会
。

■対 
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
ど
も
を
持

つ
保
護
者
と
ご
家
族
、
関
係
者
。

■定 
　
人
（
お
子
さ
ま
連
れ
は
ご
遠
慮

30
願
い
ま
す
）。

■申 
　
月
　
日
俄
ま
で
に
、
電
話
で
左

10

17

記
へ
。

■問 
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
地
域
保

健
福
祉
課
栄
養
担
当
（
印
旛
保
健
所

内
・
緯
0
4
3
―
4
8
3
―
1
1
3

4
）。

講
演
会

「
口
腔
ケ
ア
と
 誤
嚥
 性
肺
炎
予
防
」

ご
え
ん

■時 
　
月
2
日
蚊
・
午
前
　
時
～
正
午

10

10

（
受
け
付
け
9
時
　
分
～
）。

30

■場 
成
田
保
健
福
祉
館
（
成
田
市
）。

■内 
噛
講
師
…
米
山
武
義
（
静
岡
県
開

業
米
山
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

■対 
口
腔
ケ
ア
に
関
心
の
あ
る
人
。

■定 
1
0
0
人
。

■申 
名
前
・
所
属
・
人
数
を
記
入
の
う

え
、
左
記
に
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
（
先
着
順
）。

■問 
印
旛
郡
市
歯
科
医
師
会
（
胃
碓27 
1

8
9
4
）。

支
援
セ
ン
タ
ー
と
学
童
ク
ラ
ブ
の

指
定
管
理
者

　「
小
林
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」

「
小
林
学
童
ク
ラ
ブ
」「
小
林
第
2
学

童
ク
ラ
ブ
」
の
指
定
管
理
者
を
募
集
。

胸
所
在
地
…
印
西
市
小
林
北
五
丁
目

1
2
番
地
1
お
よ
び
印
西
市
小
林
2

4
4
1
番
地
2

胸
施
設
の
目
的
…
【
小
林
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
】
乳
幼
児
と
保
護
者
お

よ
び
妊
産
婦
に
対
す
る
子
育
て
支
援

を
実
施
す
る
【
小
林
学
童
ク
ラ
ブ
お

よ
び
小
林
第
2
学
童
ク
ラ
ブ
】
就
労

な
ど
の
た
め
昼
間
保
護
者
が
い
な
い

家
庭
の
児
童
に
対
し
て
生
活
指
導
や

余
暇
指
導
を
実
施
す
る
。

胸
業
務
範
囲
…
【
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
】
①
育
児
相
談
・
育
児
指
導
②

子
育
て
情
報
お
よ
び
学
習
機
会
の
提

供
③
子
育
て
活
動
の
育
成
・
支
援
④

使
用
の
届
出
の
受
理
お
よ
び
許
可
⑤

使
用
許
可
の
取
り
消
し
お
よ
び
停
止

⑥
本
施
設
の
維
持
管
理
な
ど
【
小
林

学
童
ク
ラ
ブ
お
よ
び
小
林
第
2
学
童

ク
ラ
ブ
】
①
児
童
の
生
活
指
導
・
余

暇
指
導
②
入
所
の
許
可
③
利
用
料
金

の
徴
収
④
入
所
の
許
可
の
取
り
消
し

⑤
本
施
設
の
維
持
管
理
な
ど
。

胸
指
定
期
間
…
平
成
　
年
4
月
1
日

24

～
平
成
　
年
3
月
　
日
。

29

31

胸
利
用
料
金
…
小
林
学
童
ク
ラ
ブ
と

小
林
第
2
学
童
ク
ラ
ブ
は
利
用
料
金

制
と
す
る
。

胸
応
募
方
法
…
手
続
き
や
応
募
期
限

な
ど
は
、
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ

1２/１８
（日）

10/29
（土）

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
後
5
時
開
演

10

29

（
開
場
は
4
時
　
分
～
）。

30

胸
入
場
料
…
4
街
5
0
0
円
（
全
席

指
定
）。

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。
小
・
中
学
生
割
引
、
障
害
者

割
引
は
料
金
よ
り
5
0
0
円
引
き
。

チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
際
、
学
生
証
ま
た

は
障
害
者
手
帳
な
ど
に
よ
る
確
認
が

必
要
と
な
り
ま
す
（
割
引
は
文
化

ホ
ー
ル
購
入
分
の
み
）。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
文
化
ホ
ー
ル
、
チ

ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
、

イ
ー
プ
ラ
ス
で
販
売
中
。

青
山
テ
ル
マ
＆
童
子
―
Ｔ

　
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ラ
イ
ブ
2
0
1
1

文化ホール
小林公民館

そうふけ公民館
印旛公民館
本埜公民館

プレイガイド

■問 文化ホール
（緯碓４２ ８８１１）

※
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
売
り
切
れ
の

際
は
、
文
化
ホ
ー
ル
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
電
話
予
約
の
受
け
付
け
は
、
文
化

ホ
ー
ル
の
み
で
す
。

募
集

健
康

1
0
円
（
経
験
年
数
に
よ
る
）。

※
交
通
費
あ
り
。

■申 
履
歴
書
（
自
筆
で
写
真
添
付
）
と

保
育
士
証
の
写
し
を
左
記
ま
で
。

■問 
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
班

（
緯
内
線
2
4
3
・
2
4
6
）。

違
反
建
築
防
止
週
間

完
了
検
査
を
受
け
て
い
ま
す
か

　
　
月
　
日
峨
～
　
月
　
日
俄
は
、

10

11

10

17

違
反
建
築
防
止
週
間
で
す
。

　
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
、
建

築
物
が
安
全
で
あ
る
こ
と
が
と
て
も

大
切
で
す
。

　
建
築
基
準
法
は
、
生
命
・
健
康
・

財
産
を
保
護
す
る
た
め
、
地
震
や
火

災
な
ど
に
対
す
る
安
全
性
に
関
す
る

基
準
を
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
基
準

は
、
建
築
物
を
建
て
る
場
合
に
は
必

ず
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
違
反
建
築
防
止
週
間
を
き
っ

か
け
に
、
所
有
す
る
建
築
物
に
つ
い

て
法
令
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か

都
市
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

日
華
（
必
着
）
ま
で
に
、
個
人
で
、
は

が
き
に
氏
名
、
性
別
、
住
所
、
電
話

番
号
を
記
入
し
左
記
へ
。

※
開
催
要
領
は
、
松
山
下
公
園
総
合

体
育
館
お
よ
び
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://sp

o
rts.g

e
o
citie

s
.jp
/in
zaitc/

）
に
掲
載
。

■問 
印
西
市
硬
式
テ
ニ
ス
連
盟
・
齊
藤

輝
一
（
〒
2
7
0
―
1
3
2
6
印
西

市
木
下
1
3
4
1
―
1
・
緯
碓42 
3
6

8
5
）。

市
民
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
～
（
受

10

15

け
付
け
8
時
～
）。

※
雨
天
の
場
合
、　
日
蚊
に
延
期
。

16

■場 
印
旛
西
部
公
園
（
岩
戸
）。

■対 
市
内
在
住
者
で
小
学
校
高
学
年
以

上
。
小
学
生
は
、
経
験
が
あ
る
人
で

保
護
者
同
伴
。

■定 
2
0
0
人
。

■費 
一
人
3
0
0
円
（
印
西
ソ
フ
ト
ゴ

ル
フ
会
員
お
よ
び
小
・
中
・
高
校
生

は
無
料
）。

■申 
　
月
　
日
画
ま
で
に
、
電
話
で
左

10

14

記
へ
。

■問 
海
老
原
（
緯
碓42 
2
1
6
3
）、
金
子

（
緯
碓47 
7
0
8
8
）。

市
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

■時 
　
月
　
日
臥
、　
日
蚊
、　
日
蚊
。

11

19

20

27

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
。

■対 
市
内
に
在
住
・
在
勤
者
の
所
属
す

る
団
体
（
　
歳
以
上
）。

16

■定 
男
子
　
チ
ー
ム
、
女
子
　
チ
ー
ム
。

20

10

煙
正
午
か
ら
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
観
客

席
で
さ
ま
ざ
ま
な
演
技
を
見
な
が
ら

昼
食
を
お
と
り
く
だ
さ
い
。
演
技
内

容
は
当
日
の
お
楽
し
み
。

【
そ
の
ほ
か
】

煙
体
力
測
定

煙
体
組
成
診
断

煙
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー

煙
心
肺
蘇
生
（
そ
せ
い
）
Ａ
Ｅ
Ｄ
体

験
・
消
防
車
両
展
示

煙
弓
道
協
会
公
開
練
習

煙
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
教
室

煙
チ
ー
バ
く
ん
来
館

　
駐
車
場
に
限
り
が
あ
る
の
で
、
来

場
に
は
、
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
（
左
表
参
照
）。

※
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
た
め
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
は
午
後
3
時

か
ら
と
な
り
ま
す
。

■問 
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
班
（
松
山

下
公
園
総
合
体
育
館
内
・
緯
碓42 
8
4

1
7
）。

シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
大
会

■時 
　
月
6
日
蚊
・
午
前
9
時
～
。

11
■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
。

■対 
市
内
在
住
・
在
学
で
小
学
3
年
生

以
上
。

■定 
試
合
方
式
は
ダ
ブ
ル
ス
で
、
一
般

の
部
　
チ
ー
ム
・
エ
ン
ジ
ョ
イ
の
部

20

　
チ
ー
ム
。

20

怯
太
極
拳
同
好
会
会
員
募
集

　
ロ
コ
モ
予
防
に
太
極
拳
を
始
め
ま

せ
ん
か
。
見
学
自
由
、
運
動
で
き
る

服
装
で
。

■時 
毎
週
月
曜
日
・
午
後
7
時
～
9
時
。

■場 
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
（
木
刈
）。

噛
講
師
…
佐
藤
邦
子
氏
（
A
級
指
導

員
）。

架
大
澤
（
■携 
0
9
0
―
4
5
4
3
―

8
5
4
4
）。

怯
第
　
回
コ
ス
モ
ス
・
里
山
ま

16

つ
り
～
コ
ス
モ
ス
畑
か
ら
地
球

環
境
を
考
え
る
外
～

　
音
楽
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
、

イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

■時 
　
月
8
日
臥
・
9
日
蚊
・
午
前
　

10

10

時
～
午
後
4
時
。

■場 
牧
の
原
公
園
用
地
「
コ
ス
モ
ス
の

丘
」（
駐
車
場
あ
り
・
3
～
4
時
間

無
料
）。

架
N
P
O
法
人
ラ
ー
バ
ン
千
葉
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
緯
碓42 
4
1
4
3
・
午
前

　
時
～
午
後
5
時
・
■ＨＰ h

ttp
://rc

10

n
-fo
ru
m
.o
rg

）。

怯
印
西
歴
史
愛
好
会
公
開
講
座

「
江
戸
湾
防
備
と
地
域
社
会
」

　
幕
末
の
江
戸
防
備
に
、
房
総
か
ら

人
や
物
が
た
く
さ
ん
徴
発
さ
れ
た
。

そ
の
実
体
を
史
料
に
基
づ
き
筑
紫
俊

夫
氏
（
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
主
席

研
究
員
）
が
解
説
。

■時 
　
月
9
日
蚊
・
午
前
　
時
～
正
午
。

10

10

■場 
小
林
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
（
駐

車
場
あ
り
）。
■費 
7
0
0
円
。

■問 
印
西
歴
史
愛
好
会
・
志
賀
（
■携 
0

9
0
―
4
6
7
2
―
5
4
9
3
）。

怯
女
声
合
唱
団
コ
ー
ラ
ル
・

リ
ー
フ
リ
サ
イ
タ
ル

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
後
2
時
開
演
。

10

16

■場 
白
井
市
文
化
会
館
。

■内 
愛
す
る
歌
、
流
浪
の
民
、
ア

ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
、
島
唄
な
ど
。

（５）平成２３年（２０１１）１０月１日号

※
エ
ン
ジ
ョ
イ
の
部
と
は
小
学
生

（
3
年
生
以
上
）
を
含
む
ペ
ア
。

■費 
一
人
1
0
0
円
。

■他 
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
持
参
。

■申 
　
月
　
日
峨
ま
で
に
、
申
込
用
紙

10

18

に
記
入
し
、
左
記
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
持
参
（
申
込
用
紙
は
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
、
各
公
民
館
・
出
張
所
に
あ
り

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
抽
選
。

■問 
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
班
（
緯
碓42 

8
4
1
7
・
胃
碓42 
8
4
2
7
）。

市
民
ク
レ
ー
射
撃
大
会

■時 
　
月
8
日
臥
・
午
前
9
時
～
（
受

10
け
付
け
8
時
　
分
～
。
雨
天
決
行
）。

30

■場 
成
田
射
撃
場
（
山
田
）。

■対 
平
成
　
年
　
月
現
在
、
市
内
在

23

10

住
・
在
勤
の
人
。

■費 
5
街
0
0
0
円
。

■申 
　
月
7
日
画
ま
で
に
左
記
へ
。

10
■問 
市
ク
レ
ー
射
撃
協
会
・
藤
岡
（
緯

碓42 
6
1
1
8
）。

印
西
市
硬
式
テ
ニ
ス
 親
睦
 会

し
ん
ぼ
く

■時 
　
月
　
日
画
・
午
前
9
時
　
分
～

10

14

30

（
受
け
付
け
9
時
～
）。

■場 
松
山
下
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
。

■対 
市
在
住
・
在
勤
お
よ
び
市
内
で
活

動
す
る
サ
ー
ク
ル
の
人
で
、
主
に
シ

ニ
ア
を
対
象
（
レ
ベ
ル
は
初
級
～
中

級
程
度
）。

※
ゲ
ー
ム
は
す
べ
て
ダ
ブ
ル
ス
で
行

う
（
ペ
ア
は
抽
選
に
よ
り
定
め
、
試

合
ご
と
に
交
代
。
ハ
ン
デ
ィ
制
を
採

用
し
、
得

失
点
差
の

ゲ
ー
ム
数

で
順
位
を

競
う
）。

■費 
5
0
0

円
（
当
日

受
付
時
集

金
）。

■申 
　
月
　

10

10

■費 
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
協
会
加
盟
団
体

1
街
0
0
0
円
、
非
加
盟
団
体
5
街

0
0
0
円
。

■申 
　
月
　
日
画
ま
で
に
、
電
話
で
左

10

14

記
へ
（
期
限
厳
守
）。

■問 
印
西
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協

会
・
小
暮
（
緯
碓42 
3
4
4
4
）。

卓
球
ス
ポ
ー
ツ
教
室

■時 
　
月
　
日
臥
、　
月
　
日
蚊
、　

10

29

11

13

27

日
蚊
・
午
後
1
時
～
4
時
。

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
。

■対 
市
内
在
住
者
。
■費 
無
料
。

■申 
当
日
会
場
で
。

■他 
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
・
ラ
ケ
ッ
ト
を

持
参
。
午
後
1
時
か
ら
参
加
者
全
員

で
会
場
準
備
を
行
い
ま
す
。

■問 
卓
球
連
盟
事
務
局
・
櫻
井
（
■携 
0

9
0
―
8
8
7
7
―
5
7
2
0
）。

印
西
市
青
少
年
剣
道
大
会

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
前
9
時
～
。

10

30

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
。

■対 
市
内
在
住
者
ま
た
は
市
内
の
剣
道

団
体
に
所
属
す
る
小
・
中
学
生
。
大

会
会
長
が
参
加
招
請
す
る
中
学
校
剣

道
部
員
。

■費 
一
団
体（
校
）1
街
5
0
0
円
、
個

人
一
人
4
0
0
円
（
当
日
徴
収
）。

■申 
　
月
8
日
臥
ま
で
に
、
電
話
ま
た

10
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
へ
。

■問 
剣
友
連
合
会
・
武
藤
（
緯
碓42 
6
2

9
4
、
胃
碓42 
0
0
8
2
・
■メール y

-k
ik

u
o
.m
u
to
u
＠
k
x
f.b
ig
lo
b
e
.

n
e
.jp

）。

■費 
無
料
。

■問 
入
沢
（
緯
0
4
7
―
4
9
1
―
3

4
5
9
）。

怯
ラ
ク
テ
ィ
ナ
ク
ラ
ブ
育
児
支

援
講
座

　
助
産
師
の
中
澤
淳
子
氏
が
、
お
産

の
話
、
母
乳
育
児
の
ポ
イ
ン
ト
を
分

か
り
や
す
く
お
話
し
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
　
分
～

10

16

10

30

正
午
（
参
加
費
は
無
料
）。

■場 
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
（
イ
オ
ン
モ
ー
ル

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
・
中
央
北
）。

■問 
安
藤
（
緯
碓47 
0
5
1
6
）。

怯
明
る
い
社
会
づ
く
り
カ
ト
レ

ア
グ
ル
ー
プ
主
催
家
庭
教
育
セ

ミ
ナ
ー

■時 
　
月
　
日
峨
・
午
前
　
時
～
正
午
。

10

18

10

■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
）。

■内 
し
つ
け
上
手
な
マ
マ
に
な
る
た
め

に
は
。
噛
講
師
…
加
藤
淳
子
氏
（
松

戸
教
育
研
究
会
）。

■問 
大
西
（
緯
碓45 
9
7
5
5
）。

怯
傾
聴
講
座

　
聴
き
方
を
変
え
れ
ば
、
子
ど
も
は

心
の
中
を
話
し
て
く
れ
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
画
、　
日
画
、　
月
4

10

21

28

11

日
画
・
午
前
　
時
～
正
午
。

10

■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
）。

■対 
不
登
校
の
子
ど
も
を
持
つ
家
族
。

■費 
5
0
0
円
。

■問 
M
・
T
ね
っ
と
わ
ー
く
・
土
佐
（
■メール 

h
e
re
an
d
n
o
w
m
@
y
ah
o
o
.c

o
.jp

・
■携 
0
9
0
―
9
2
3
6
―
1

9
1
5
）。

怯
第
　
回
い
ん
ば
祭
り

31

　
印
旛
特
別
支
援
学
校
の
児
童
・
生

徒
が
日
ご
ろ
の
学
習
成
果
を
発
表
し
、

地
域
の
み
な
さ
ん
と
楽
し
い
一
日
を

過
ご
す
文
化
祭
で
す
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
　
分
～

10

22

30

午
後
1
時
　
分
。

45

■場 
印
旛
特
別
支
援
学
校
（
平
賀
）。

■内 
劇
発
表
、
遊
び
と
ゲ
ー
ム
、
作
品

展
示
・
頒
布
、
P
T
A
バ
ザ
ー
な
ど
。

■問 
千
葉
県
立
印
旛
特
別
支
援
学
校

（
緯
碓98 
2
2
0
0
）。

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
2
0
1
1

■時 
　
月
9
日
蚊
・
9
時
　
分
～
。

10

45

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
ほ
か
。

※
室
内
履
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

煙
松
山
下
公
園
一
周
マ
ラ
ソ
ン

煙
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル

大
会

煙
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ヨ
ガ

煙
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
エ
ア
ロ

煙
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル

煙
ハ
イ
ハ
イ
レ
ー
ス

煙
ヨ
チ
ヨ
チ
レ
ー
ス

煙
就
学
前
児
童
　
ｍ
競
走

20

煙
婚
活
テ
ニ
ス
大
会

煙
親
子
障
害
物
リ
レ
ー

【
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ポ
ー
ツ
】

　
誰
で
も
自
由
に
参
加
で
き
印
西
市

の
一
番
を
決
定
し
ま
す
。

煙
フ
リ
ー
ス
ロ
ー

煙
逆
立
ち
歩
行

煙
大
ボ
ー
ル
投
げ

煙
マ
ッ
ス
ル
ト
ラ
イ
ア
ル

煙
ア
プ
ロ
ー
チ
シ
ョ
ッ
ト

煙
一
輪
車
タ
イ
ム
レ
ー
ス

【
体
験
ス
ポ
ー
ツ
】

　
誰
で
も
自
由
に
体
験
で
き
、
気
軽

に
楽
し
め
ま
す
。

煙
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

煙
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン

煙
卓
球
ク
リ
ニ
ッ
ク

【
見
る
ス
ポ
ー
ツ
】

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

　
　
パ
ー
ト
英

千葉ＮＴ中央ルート（迎え）
松山下公
園（着）

木刈小学
校前

千葉ＮＴ駅
中央（北口）

高花福祉セ
ンター（発）

9:209:109:008:50
10:5010:4010:3010:20

ス
ポ
ー
ツ

県指定無形民俗文化財「浦部の神楽」
　「浦部の神楽」は「十二座神楽」ともい
われ、神話を題材としたものを中心に12
の演目が演じられます。江戸時代初期か
ら伝えられている神楽で、幽玄な舞が奉
納されます。
■時 10月16日蚊・午後3時～10時。
■場 浦部鳥見神社（浦部）。
県指定無形民俗文化財「鳥見神社の神楽」
　「鳥見神社の神楽」は、「大和神楽」ま
たは「十二座神楽」と呼ばれ、神話や郷
土の農耕生活を題材としたバラエティー
に富む演目で構成されています。
■時 10月17日俄・正午～午後4時。
■場 中根鳥見神社（中根）。
■問 生涯学習課文化班（緯内線544）。

ご覧になりませんか
浦部の神楽と鳥見神社の神楽

胸シャトルバス運行表胸
印旛ルート（迎え）

松山下公
園（着）

印旛日本
医大駅前印旛支所平賀小学

校前（発）
9:158:458:408:25
10:5010:2010:1510:00

印旛ルート（送り）
平賀小学
校前（着）

印旛日本
医大駅前印旛支所松山下公

園（発）
14:5014:3514:3014:00
16:3016:1516:1015:40

本埜ルート（迎え）
松山下公
園（着）

印西市役所
（ロータリー）

木下駅
（南口）

印西牧の
原駅前

本埜ファ
ミリア館

本埜支所
（発）

9:259:159:108:508:408:30
10:5510:4510:4010:2010:1010:00

本埜ルート（送り）
本埜支所
（着）

印西市役所
（ロータリー）

木下駅
（南口）

印西牧の
原駅前

本埜ファ
ミリア館

松山下公
園（発）

15:0514:5514:4514:2514:2014:10
16:4016:3516:2516:0516:0015:50

千葉ＮＴ中央ルート（送り）
高花福祉セ
ンター（着）

千葉ＮＴ駅
中央（北口）

木刈小学
校前

松山下公
園（発）

13:5013:4013:3013:20
14:5014:4014:3014:20
16:3016:2016:1016:00
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

印
西
市
デ
イ
ケ
ア
ク
ラ
ブ

「
心
の
い
ず
み
」

■時 
・
■場 
・
■内 
下
表
の
と
お
り
。

■対 
心
の
病
気
で
悩
ん
で
い
る
人
と
そ

の
家
族
な
ど
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
8
）。

特
定
疾
患
見
舞
金
制
度

　
該
当
す
る
疾
病
で
の
療
養
状
況

（
入
院
・
通
院
日
数
）
に
よ
っ
て
、

見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

【
支
給
額
】

噛
通
院
（
月
2
日
以
上
）
…
月
額

5
街
0
0
0
円
。
噛
入
院
（
月
2
日

以
上
　
日
未
満
）
…
月
額
5
街
0
0

15

0
円
。
噛
入
院
（
月
　
日
以
上
）
…

15

月
額
1
0
街
0
0
0
円
。

【
受
給
方
法
】

1
、
県
が
認
定
し
た
特
定
疾
患
医
療

受
給
者
票
・
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医

療
受
診
券
・
先
天
性
血
液
凝
固
因
子

障
害
等
受
給
者
証
の
写
し
を
つ
け
て
、

申
請
書
を
左
記
ま
で
提
出
（
申
請
書

は
初
回
の
み
で
す
が
、
受
給
者
証
の

写
し
は
受
給
者
証
の
更
新
ご
と
に
提

出
が
必
要
で
す
）。

2
、
市
か
ら
9
月
と
翌
年
3
月
に
送

付
さ
れ
る
「
特
定
疾
患
療
養
状
況

届
」
を
そ
れ
ぞ
れ
　
月
と
翌
年
4
月

10

に
提
出
（
医
療
機
関
の
証
明
印
が
必

要
。
証
明
手
数
料
は
自
己
負
担
）。

3
、
市
が
提
出
書
類
を
審
査
し
、　10

月
・
翌
年
4
月
の
末
に
、
指
定
口
座

に
見
舞
金
を
振
り
込
み
ま
す
。

平成２３年（２０１１）１０月１日号（６）

パート衛

※
「
特
定
疾
患
療
養
状
況
届
」
の
提

出
が
な
い
と
受
診
券
・
受
給
者
票

（
証
）
の
写
し
が
提
出
さ
れ
て
い
て

も
、
見
舞
金
の
支
給
が
さ
れ
ま
せ
ん
。

必
ず
支
給
月
ま
で
に
、
状
況
届
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■問 
社
会
福
祉
課
厚
生
班
（
緯
内
線
2

5
5
）。

高
齢
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

「
 襖
 張
り
替
え
」
無
料
講
習
会

ふ
す
ま

■時 
　
月
　
日
峨
～
　
日
牙
・
午
前
9

10

18

20

時
～
正
午
（
全
3
日
間
）。

■場 
そ
う
ふ
け
ふ
れ
あ
い
の
里
。

■対 
市
内
在
住
　
歳
以
上
で
、
3
日
間

60

す
べ
て
出
席
で
き
る
人
。
■定 
　
人
。

10

■申 
　
月
7
日
画
ま
で
に
電
話
で
左
記

10
へ
（
先
着
順
）。

■問 
高
齢
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
（
緯

碓47 
4
0
5
0
）。

高
齢
者
世
帯
を
訪
問
調
査

　
市
内
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
印
西
市
か
ら
委
託
を
受
け
た
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢

者
世
帯
の
実
態
を
把
握
し
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
役
立
て
る
た
め
、

訪
問
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
歳
以
上
の
独
居
･
高
齢
者
世
帯

65
を
中
心
に
、
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
が

伺
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
支
援

セ
ン
タ
ー
職
員
は
、
身
分
証
明
書
を

携
帯
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
の
介
護
や
生
活
に

関
す
る
相
談
も
各
支
援
セ
ン
タ
ー
で

受
け
付
け
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■問 
印
西
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
緯
碓42 
2
9
2
2
）、
印
旛
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓98 
1
1
1
5
）、

本
埜
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
緯

碓97 
5
5
0
3
）。

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
会

■時 
①
【
知
的
障
害
者
移
動
介
護
従
事

者
養
成
課
程
】　
月
　
日
臥
、　
月

10

29

11

5
日
臥
、　
日
臥
ほ
か
演
習
1
日

19

（
全
4
回
）
②
【
視
覚
障
害
者
移
動

介
護
従
事
者
養
成
課
程
】　
月
　
日

10

29

臥
、　
月
3
日
華
、　
日
臥
、　
日

11

12

19

臥
（
全
4
回
）。

■場 
①
②
と
も
船
橋
市
福
祉
サ
ー
ビ
ス

公
社
。

■定 
①
　
人
②
　
人
。

30

40

■費 
①
2
0
街
0
0
0
円
②
3
0
街
0

0
0
円
（
一
括
受
講
す
る
場
合
は
3

5
街
0
0
0
円
）。

■申 
　
月
1
日
臥
か
ら
所
定
の
申
請
書

10
を
左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
視
覚
障
害
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

ち
ば
研
修
課
（
緯
0
4
3
―
4
2
4

―
2
5
0
1
）。

中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
の
た
め
の

「
手
話
学
習
会
」「
手
話
サ
ロ
ン
」

【
手
話
学
習
会
】

■時 
①
　
月
1
日
臥
②
　
日
蚊
・
い
ず

10

16

れ
も
午
後
1
時
　
分
～
4
時
。

30

■場 
①
佐
倉
市
中
央
公
民
館
②
フ
レ
ン

ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
（
木
刈
）。

■費 
初
参
加
時
の
み
テ
キ
ス
ト
代
1
街

0
0
0
円
。

※
話
し
手
の
言
葉
を
要
約
し
て
ス
ク

リ
ー
ン
に
映
す
聞
こ
え
の
サ
ポ
ー
ト

あ
り
。

【
手
話
サ
ロ
ン
】

■時 
　
月
　
日
画
・
午
後
1
時
　
分
～

10

21

30

4
時
。

■場 
酒
々
井
町
社
会
福
祉
協
議
会
。

■費 
無
料
。

※
話
し
手
の
言
葉
を
要
約
し
て
隣
席

で
書
く
聞
こ
え
の
サ
ポ
ー
ト
あ
り
。

※
学
習
会
、
サ
ロ
ン
と
も
申
し
込
み

不
要
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■問 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
千
葉
県
中
途
失
聴
者
・
難

聴
者
協
会
　
印
旛
香
取
事
務
所
　
板

倉
（
■携 
0
9
0
―
5
3
0
2
―
0
3

8
5
・
胃
0
4
3
―
4
6
1
―
6
5

3
3
）。

平
成
　
年
度
特
別
医
療
講
演
会

23

■時 
　
月
8
日
臥
・
午
後
1
時
～
4
時
。

10
■場 
市
川
市
文
化
会
館
。

■内 
①
「
現
在
の
が
ん
治
療
と
そ
の
予

防
に
つ
い
て
」
中
川
原
章
氏
（
千
葉

県
が
ん
セ
ン
タ
ー
長
）、
②
「
が
ん
治

療
に
関
連
す
る
皮
膚
の
か
か
わ
り
に

つ
い
て
」
鈴
木
由
加
氏
（
千
葉
県
立

東
金
病
院
病
棟
看
護
師
長
皮
膚
・
排

せ
つ
ケ
ア
認
定
看
護
師
）。

■対 
県
内
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛

門
を
有
す
る
人
）
と
そ
の
家
族
、
医

療
に
関
心
を
持
つ
人
、
医
療
関
係
者
。

■費 
無
料
。

■問 
千
葉
県
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
（
緯
0

4
7
―
3
7
9
―
5
1
1
1
・
 月
、

火
、
金
の
み
）。

心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
勉
強
会

■時 
　
月
　
日
華
・
午
前
　
時
～
午
後

10

10

10

1
時
（
受
け
付
け
9
時
　
分
～
）。

30

■場 
フ
ロ
ー
ラ
西
船
（
船
橋
市
）。

■内 
講
演
「
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
の

お
い
た
ち
」
噛
講
師
…
髙
橋
長
裕
氏

（
千
葉
市
立
青
葉
病
院
院
長
）。

■対 
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
装
着
者
お

よ
び
予
定
者
と
家
族
。

■費 
1
，
0
0
0
円
。

■申 
不
要
。
当
日
受
け
付
け
。

■問 
日
本
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
友
の

会
千
葉
県
支
部
・
鈴
木
（
緯
0
4
3

―
2
6
3
―
7
7
4
4
）。

生
ご
み
処
理
容
器
、

処
理
機
購
入
補
助
金

　
市
で
は
、
一
般
家
庭
か
ら
毎
日
排

出
さ
れ
る
生
ご
み
の
減
量
化
を
推
進

す
る
た
め
処
理
容
器
（
コ
ン
ポ
ス
ト
、

Ｅ
Ｍ
容
器
な
ど
）
や
処
理
機
（
乾
燥

機
、
バ
イ
オ
型
な
ど
）
を
購
入
し
た

人
に
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。
上
限
は
あ
り
ま
す

が
、
購
入
費
の
3
分
の
2
を
補
助
し

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
、
左
記
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
（
緯
内
線
3
8

3
）。

■場 
市
役
所
1
階
相
談
室
。

■申 
事
前
に
左
記
ま
で
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
8
）。

暮
ら
し
の
困
り
ご
と
無
料
相
談
会

　
み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
の
中
で
心
配

ご
と
や
困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
、
行
政
書
士
が

親
切
に
お
答
え
し
ま
す
。
ど
ん
な
事

で
も
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■内 
相
談
内
容
…
相
続
手
続
き
と
遺
言

書
の
作
成
、
成
年
後
見
制
度
、
各
種

契
約
書
・
内
容
証
明
郵
便
の
作
成
、

交
通
事
故
の
処
理
、
外
国
人
の
在
留

手
続
き
、
車
庫
証
明
・
自
動
車
登
録
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
後
1
時
～
4
時
。

10

15

■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
）。

■問 
行
政
書
士
印
西
地
区
会
・
柏
木

（
緯
碓47 
0
8
5
7
）。

多
重
債
務
者
な
ど
の
無
料
相
談
会

　
千
葉
県
と
の
共
催
で
、
借
金
や
ヤ

ミ
金
融
被
害
、
家
計
管
理
の
こ
と
で

悩
み
、
困
っ
て
い
る
人
を
対
象
に
、

弁
護
士
・
司
法
書
士
・
警
察
官
（
ヤ

ミ
金
相
談
）
な
ど
に
よ
る
無
料
相
談

会
を
開
催
。　
お
金
の
こ
と
で
悩
ま

な
い
生
活
を
取
り
戻
す
た
め
、
家
計

相
談
も
行
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
な

い
で
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
、
面
接
相
談
で
す
。

福
祉

胸心のいずみ日程表胸
持ち物内容会場日時

軽装、飲み物な
ど

印西
ウォーキン
グ

総合福祉
センター
（竹袋）

10月13日牙・
午前１０時～

正午

軽装、飲み物な
ど

ショート
テニス

松山下公園
総合体育館
（浦部）

10月20日牙・
午前１０時～

正午

エプロン・お手
拭タオル、材料
費500円程度

秋の味覚を
楽しむ（調
理実習）

保健福祉
センター
（高花）

10月24日俄・
午前１０時～

午後1時

精
神
科
医
師
に
よ
る

「
心
の
健
康
相
談
」

　
精
神
的
な
悩
み
な
ど
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
内
容
に
つ
い

て
は
、
秘
密
厳
守
し
ま
す
（
相
談
時

間
一
人
　
分
。
継
続
し
た
相
談
に
は

30

応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
）。

■時 
　
月
　
日
我
・
午
後
2
時
～
4
時
。

10

19

　本埜地区における有害ご
み・資源物の収集曜日が、１０
月１日臥から下記のとおり変
更となりました。
　お間違いのないようにご注
意ください。
臼有害ごみ…第1・3水曜日
（変更前：第1・3土曜日）
渦資源物…月曜日
（変更前：月・土曜日）
■問 印西地区環境整備事業組
合（緯碓46 2732）、クリーン推
進課クリーン推進班（緯内線
383）。

本埜地区の
有害ごみ・資源物の
収集曜日を変更

環
境

相
談

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
午
後

10

22

10

3
時
。

■場 
市
役
所
会
議
棟
2
階
。
■定 
　
人
。

20

■申 
電
話
で
左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
千
葉
県
県
民
生
活
課
消
費
者
行
政

推
進
室
（
緯
0
4
3
―
2
2
3
―
2

2
9
2
）。

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の

変
更
願
い

　
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
な
ど
を

計
画
さ
れ
て
い
る
人
は
、
事
前
に
相

談
の
う
え
、　
月
　
日
画
ま
で
に
計

10

28

画
変
更
願
い
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
印
西
市
で
は
、
今
後
農
業

振
興
地
域
整
備
計
画
の
全
体
見
直
し

を
行
い
ま
す
の
で
、
お
お
む
ね
2
年

間
に
わ
た
り
、
通
常
の
計
画
変
更
願

い
の
受
け
付
け
が
で
き
ま
せ
ん
。

■問 
農
政
課
振
興
班
（
緯
内
線
3
7

5
）。

平
成
　
・
　
年
度
入
札
参
加
資
格

24
25

審
査
申
請（
当
初
申
請
）

　「
ち
ば
電
子
調
達
シ
ス
テ
ム
」
を

利
用
し
た
、
平
成
　
・
　
年
度
入
札

24

25

参
加
資
格
審
査
申
請
（
当
初
申
請
）

を
受
け
付
け
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、「
千
葉
県
電
子
自
治

体
共
同
運
営
協
議
会
」
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w

w
w
.e
-ch
ib
a.

o
rg
/

）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

胸
受
付
期
間
…
　
月
3
日
俄
～
　
月

10

12

　
日
画
。

16■問 
管
財
課
管
財
契
約
班
（
緯
内
線
4

2
1
～
4
2
3
）。

そ
の
ほ
か

　祭礼実施に伴い、期間
中、下図の区間で交通規制
が行われます。みなさん
のご協力をお願いします。

10/7画・10/8臥・10/9蚊

竹袋稲荷
神社祭礼
交通規制に
ご協力を
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

（７）平成２３年（２０１１）１０月１日号

怯
印
西
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
「
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
」

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
後
2
時
～
（
開

10

23

場
1
時
　
分
～
）。　

30

■場 
中
央
公
民
館
（
大
森
）。

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■内 
三
橋
慶
明
氏
の
指
揮
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ
「
江
」
の
テ
ー
マ
、
春

の
猟
犬
な
ど
を
演
奏
。
■費 
無
料
。

■問 
印
西
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・

平
八
重
（
緯
0
4
―
7
1
8
7
―
1

4
1
5
・
 ■メール in

zai_w
in
d
_e
@
c

o
o
l.m
e
m
ail.jp

）。

怯
囲
碁
ふ
れ
あ
い
定
期
大
会

■時 
　
月
　
日
臥
・【
女
性
懇
親
会
】

10

22

午
前
　
時
　
分
～
、【
男
子
成
年
の

10

30

部
】
午
後
0
時
　
分
～
、【
こ
ど
も
大

30

会
】
１
時
　
分
～
。

30

■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
）。

■費 
女
性
9
0
0
円
、
男
子
成
年
1
街

5
0
0
円
、
子
ど
も
5
0
0
円
。

※
北
総
囲
碁
賛
助
金
半
年
分
を
含
む
。

■問 
中
西
（
緯
碓37 
7
4
2
3
）。

怯
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト「
秋
の
収

穫
祭
」（
体
験
集
会
）

　
お
い
も
ほ
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
体
験
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
　
分
～

10

29

30

午
後
1
時
　
分
（
雨
天
の
場
合
、
翌

30

　
日
蚊
）。

30

8
8
・
2
8
9
）。

国
民
年
金
の
独
自
の
給
付

　
国
民
年
金
に
は
、
先
月
の
『
広
報

い
ん
ざ
い
』
で
お
知
ら
せ
し
た
、
老

齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺

族
基
礎
年
金
の
ほ
か
に
次
の
給
付
が

あ
り
ま
す
。

【
付
加
年
金
】

　
定
額
の
保
険
料
に
月
額
4
0
0
円

の
付
加
保
険
料
を
合
わ
せ
て
納
め
る

こ
と
で
、
老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ

さ
れ
て
支
給
さ
れ
る
年
金
で
す
。

　
付
加
年
金
額
は
、
2
0
0
円
×
付

加
保
険
料
納
付
月
数
で
算
出
さ
れ
、

物
価
ス
ラ
イ
ド
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
付
加
保
険
料
は
、
お
申
し
出
の

あ
っ
た
月
分
か
ら
納
め
ら
れ
ま
す
が
、

加
入
で
き
る
の
は
、
国
民
年
金
の
支

払
い
を
し
て
い
る
第
1
号
被
保
険
者

ま
た
は
、
任
意
加
入
し
て
い
る
人
で
、

学
生
納
付
特
例
や
免
除
な
ど
を
受
け

て
い
な
い
人
に
限
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し

て
い
る
人
は
付
加
年
金
に
加
入
で
き

ま
せ
ん
。

【
寡
婦
年
金
】

　
加
入
期
間
が
第
1
号
被
保
険
者
期

間
の
み
で
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間

と
免
除
期
間
を
合
わ
せ
て
　
年
（
3

25

0
0
月
）
以
上
あ
る
夫
が
亡
く
な
っ

た
と
き
、
夫
に
生
計
を
維
持
さ
れ
て

い
た
妻
（
婚
姻
期
間
が
　
年
以
上
）

10

に
、
夫
が
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
老

齢
基
礎
年
金
額
（
付
加
年
金
は
除

く
）
の
4
分
の
3
の
額
を
、　
歳
か

60

ら
　
歳
ま
で
の
間
受
け
ら
れ
る
年
金

65
で
す
。

　
た
だ
し
、
死
亡
し
た
夫
が
老
齢
基

礎
年
金
や
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て

い
た
場
合
は
、
寡
婦
年
金
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

【
死
亡
一
時
金
】

　
第
1
号
被
保
険
者
（
任
意
加
入
被

保
険
者
を
含
む
）
と
し
て
国
民
年
金

保
険
料
を
3
年
（
　
月
）
以
上
納
め

36

た
人
が
、
年
金
を
受
け
ず
に
亡
く

な
っ
た
と
き
、
生
計
を
同
一
に
し
て

い
た
遺
族
が
、
遺
族
基
礎
年
金
な
ど

を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
に
支
給
さ
れ

ま
す
（
左
下
表
参
照
表
）。

※
寡
婦
年
金
と
死
亡
一
時
金
は
、
一

方
し
か
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

■問 
国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金

班
 （
緯
内
線
2
8
8
・
2
8
9
）。

年
金
相
談
所

　
年
金
請
求
手
続
き
や
加
入
記
録
の

確
認
、
厚
生
年
金
な
ど
に
関
す
る
こ

と
の
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
社
会
保
険
労
務
士
（
年
金
相
談

員
）
が
み
な
さ
ん
の
ご
相
談
に
応
じ

ま
す
。
年
金
相
談
を
希
望
す
る
人
は

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■時 
　
月
　
日
牙
・
午
前
　
時
～
午
後

10

27

10

3
時
　
分
。

15

■場 
印
旛
支
所
1
階
住
民
相
談
室
。

■定 
8
人
（
予
約
制
）。

左
記
ま
で
　
月
　
日
我
ま
で
に
左
記

10

12

ま
で
（
先
着
順
）。

※
事
前
に
基
礎
年
金
番
号
な
ど
が
分

か
ら
な
い
と
相
談
を
受
け
ら
れ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

■問 
国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金
班

（
緯
内
線
2
8
8
・
2
8
9
）。

■場 
松
戸
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ａ

Ｎ
‐
Ｙ
Ａ
（
セ
ン
ダ
ン
ヤ
）。

■内 
ミ
ド
ル
人
材
の
労
働
市
場
の
現
状

を
理
解
す
る
。
仕
事
へ
の
取
り
組
み

方
と
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ
い
て
考
え

る
。
よ
り
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
取
り
方
に
つ
い
て
学
ぶ
。

■対 
主
と
し
て
入
社
3
年
未
満
の
　
歳
40

以
上
の
中
途
採
用
者
。
■定 
　
人
。

20

■申 
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記
へ

（
先
着
順
）。

■問 
ミ
ド
ル
人
材
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
緯
0
1
2
0
―
9
4
―
5
6
7

1
・
■メール m

id
ch
ib
a
＠
ath
u
m
an

.co
m

）。

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ち
ば
出
張
版

地
元
で
就
職
応
援
ツ
ア
ー
　
印
西

in

～
ホ
テ
ル
マ
ー
ク
ワ
ン
Ｃ
Ｎ
Ｔ
、

鎌
ケ
谷
総
合
病
院
～

　
若
者
の
就
職
支
援
施
設
「
ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ
ち
ば
」
と
印
西
市
・
鎌
ケ
谷

市
・
白
井
市
の
3
市
が
共
催
で
、
現

在
、
求
人
中
の
地
元
企
業
2
社
を
見

学
す
る
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

■場 
白
井
市
運
動
公
園
駐
車
場
集
合
。

■対 
幼
稚
園
年
中
～
小
学
校
の
女
子
と

そ
の
保
護
者
。
■費 
一
人
1
0
0
円
。

■他 
お
に
ぎ
り
、
水
筒
、
軍
手
持
参
。

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
。

■問 
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
千
葉
県
第
　63

団
・
岡
村
（
緯
碓45 
8
1
7
0
）。

怯
第
7
回
印
旛
ふ
れ
あ
い
秋
ま

つ
り
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
募
集

■時 
　
月
3
日
華
・
午
前
9
時
～
午
後

11
2
時
（
少
雨
決
行
、
荒
天
中
止
）。

■場 
印
旛
中
央
公
園
（
瀬
戸
）。

■定 
　
組
。

50
■費 
1
街
0
0
0
円
（
1
区
画
3
・
5

ｍ
×
2
・
5
ｍ
）。

■申 
　
月
　
日
峨
ま
で
に
、
往
復
は
が

10

25

き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
出
店
品
目
を
記
入
の
上
、
左
記

へ
（
先
着
順
。
プ
ロ
不
可
）。

■問 
印
西
市
商
工
会
印
旛
支
所
（
〒
2

7
0
―
1
6
1
3
印
西
市
鎌
苅
2
・

緯
碓99 
0
2
8
2
）。

怯
水
中
リ
ハ
ビ
リ
教
室

■時 
毎
週
金
曜
日
・
午
後
2
時
　
分
～
、

15

3
時
～
（
各
　
分
）。

60

■場 
申
し
込
み
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■対 
各
関
節
の
障
害
・
交
通
事
故
の
後

遺
症
・
脳
卒
中
後
遺
症
の
あ
る
成
人
、

身
体
障
害
の
あ
る
幼
児
（
ど
ち
ら
も

医
師
の
許
可
が
必
要
）。

■費 
1
回
1
街
0
0
0
円
と
入
館
料
4

2
0
円
。

■問 
田
井
村
（
■携 
0
9
0
―
3
6
8
9

―
0
4
1
8
）。

国
民
年
金
の
保
険
料
は前

納
が
お
得

　
国
民
年
金
で
は
、
保
険
料
を
前
払

い
す
る
と
割
引
が
あ
る
「
前
納
」
と

い
う
制
度
が
あ
り
、
口
座
振
替
に
よ

る
「
前
納
」
と
現
金
納
付
や
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
に
よ
る
「
前

納
」
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
口
座
振
替
で
「
前
納
」
さ

れ
る
と
現
金
納
付
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
納
付
に
よ
る
「
前
納
」
よ
り

も
割
引
額
が
多
く
お
得
で
す
。

　
現
金
納
付
を
例
に
し
ま
す
と
、
こ

れ
か
ら
翌
年
3
月
分
ま
で
の
保
険
料

を
ま
と
め
払
い
す
る
と
、
例
え
ば
、

　
月
分
か
ら
翌
年
3
月
分
ま
で
（
6

10カ
月
分
）
を
ま
と
め
て
納
付
す
る
場

合
、
前
納
す
る
と
8
9
街
3
9
0
円

で
毎
月
納
め
て
い
た
だ
く
よ
り
も
7

3
0
円
お
得
に
な
り
ま
す
（
左
上
表

参
照
）。
な
お
、
納
付
期
限
は
　
月
10

　
日
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

31だ
さ
い
。

　
毎
月
納
め
る
よ
り
お
得
な
う
え
、

納
め
忘
れ
も
防
ぎ
と
て
も
便
利
で
す
。

　
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■問 
船
橋
年
金
事
務
所
（
緯
0
4
7
―

4
2
4
―
8
8
5
4
）、
国
保
年
金

課
高
齢
者
医
療
年
金
班
（
緯
内
線
2

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

　
　
パ
ー
ト
衛

胸働きたい高齢者のための講習会胸

会場定員講習期間講習名講習
番号

明生情報ビジ
ネス（専）
（松戸市）

２0人
10/２5峨～11/2我、25画
（8日間）・
午前９時３０分～午後4時３０分

働きたい方の初めてのパソコン
（サービス員や現業員のためのパソコン
入門講習）

3４

市川市勤労福
祉センター・
本館（市川市）

25人１1/1峨～１１/16我（10日間）・
午前９時～午後4時マンション管理員養成23

ホームメイド
協会柏校
（柏市）

２０人１1/7俄～１1/１5峨（7日間）・
午前９時～午後4時

介護食調理（調理師免許および
介護員資格を持つ人も歓迎）27

胸死亡一時金額表胸
一時金の額保険料納付済み期間

1２０,０００円３６月以上１８０月未満
１４５,０００円１８０月以上２４０月未満
１７０,０００円２４０月以上３００月未満
２２０,０００円３００月以上３６０月未満
２７０,０００円３６０月以上４２０月未満
３２０,０００円４２０月以上　　　　　

※付加保険料を３６月以上納付している場合は、８,５００円
が加算されます。
※４分の３納付月数は４分の３月、半額納付月数は２
分の１月、４分の１納付月数は４分の１月として計算。

胸国民年金「前納」の割引・納付期限胸
納付期限割引額前納額納付開始月
10/31730円89,390円10月から
11/30490円74,610円11月から
H24.1/4290円59,790円12月から
H24.1/31150円44,910円H2４.1月から
H24.2/29  50円29,990円H2４.2月から

※金額は、現金納付の場合です。
※前納を希望する人は、船橋年金事務所までご連絡く
ださい。

年
金

10月3110月31日日俄俄はは
国民健康保険国民健康保険税税・・

後後期期高高齢齢者者医医療療保保険険料料のの
納期納期限限

　10月 31日（月）は、第 4
期納期限です。納め忘れのない
ようにお願いします。
　口座振替をご利用の人は、残
高不足のないよう、ご確認くだ
さい。
　納付が困難な場合は、そのま
まにせず、下記窓口でご相談く
ださい。
■問 国保年金課保険税班（緯内線
281～284）、国保年金課高齢
者医療年金班 （緯内線288・
299）。

働
き
た
い
高
齢
者
の
た
め
の
講
習
会

■時 
・
■場 
・
■内 
・
■定 
下
表
の
と
お
り
。

■対 
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職
登
録
済
み

の
原
則
と
し
て
　
～
　
歳
の
人
。

55

65

※
修
了
者
は
後
日
開
催
の
合
同
面
接

会
に
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

■費 
無
料
。

■申 
　
月
　
日
画
ま
で
に
、
往
復
は
が

10

14

き
に
講
習
番
号
・
講
習
名
・
住
所
、
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
求
職
番
号

お
よ
び
返
信
用
は
が
き
に
あ
て
先
を

記
入
の
上
、
左
記
へ
（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
）。

■問 
花
千
葉
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
（
〒
2
6
0
―
0
0
1

3
千
葉
市
中
央
区
中
央
3
―
9
―
1

6
・
緯
0
4
3
―
2
2
7
―
5
1
1

2
）。

ミ
ド
ル
人
材
活
用
の無

料
セ
ミ
ナ
ー

活
躍
す
る
ミ
ド
ル
の
た
め
に
外

　
中
途
採
用
の
み
な
さ
ん
が
活
躍
す

る
た
め
の
ヒ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
の
セ

ミ
ナ
ー
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
後
2
時
～
5
時

10

29

（
受
け
付
け
1
時
　
分
）。

30

※
企
業
へ
は
用
意
し
た
バ
ス
で
移
動
。

■対 
直
近
で
就
職
可
能
な
　
～
　
歳
の

15

39

人
（
学
生
の
場
合
は
卒
業
学
年
に
限

る
）。
■定 
　
人
。

20

※
午
前
、
午
後
の
両
方
に
参
加
で
き

る
こ
と
。

■申 
電
話
で
左
記
へ
。

■問 
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ち
ば
（
緯
0
4
7

―
4
2
6
―
8
4
7
1
）、
経
済
政

策
課
経
済
政
策
班
（
緯
内
線
3
5

5
）。

■時 
　
月
　
日
画
・【
事
前
セ
ミ
ナ
ー
】

11

11

午
前
　
時
～
正
午
、【
会
社
見
学
】
午

10

後
1
時
～
5
時
　
分
（
終
了
時
間
は

30

交
通
事
情
な
ど
に
よ
り
変
更
と
な
る

場
合
あ
り
）。

■場 
い
ん
ざ
い
産
学
連
携
セ
ン
タ
ー

（
中
央
南
）。

胸
見
学
企
業
・
職
種
…
ホ
テ
ル
マ
ー

ク
ワ
ン
Ｃ
Ｎ
Ｔ
・
フ
ロ
ン
ト
ス
タ
ッ

フ
（
印
西
市
）、
鎌
ケ
谷
総
合
病
院
・

事
務
職
（
鎌
ケ
谷
市
）。

働
く
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

平成２３年（２０１１）１０月１日号（８）

パート詠

書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■問 
中
央
公
民
館
（
〒
2
7
0
―
1
3

2
7
印
西
市
大
森
3
9
3
4
―
1
・

緯
碓42 
2
9
1
1
）。

噛
講
師
…
印
西
Ｉ
Ｔ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

■対 
全
回
参
加
で
き
る
市
内
在
住
・
在

勤
の
、
マ
ウ
ス
と
キ
ー
ボ
ー
ド
を
操

作
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
。

※
初
め
て
受
講
す
る
人
を
優
先
。

■定 
　
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽

20
選
）。

■費 
3
0
0
円
（
資
料
代
）。

■申 
　
月
8
日
臥
ま
で
に
、
電
話
ま
た

10
は
左
記
窓
口
へ
。

■問 
中
央
駅
前
公
民
館
（
※
中
央
公
民

館
事
務
室
内
・
〒
2
7
0
―
1
3
2

7
印
西
市
大
森
3
9
3
4
―
1
・
緯

碓42 
2
9
1
1
）。

■費 
材
料
費
・
保
険
料
実
費
分
。

■申 
　
月
4
日
峨
・
午
前
9
時
か
ら
左

10
記
窓
口
で
本
人
が
直
接
申
し
込
み

（
先
着
順
。
翌
日
か
ら
電
話
で
の
申

し
込
み
も
可
）。

■問 
小
林
公
民
館
。

1
日
峨
、
8
日
峨
、　
日
峨
、
ワ
ー

15

ド
コ
ー
ス
（
全
2
回
）　
日
峨
、　

22

29

日
峨
、
エ
ク
セ
ル
コ
ー
ス
（
全
2
回
）

　
月
6
日
峨
、　
日
峨
・
い
ず
れ
も

12

13

午
前
9
時
　
分
～
正
午
（
複
数
コ
ー

30

ス
受
講
可
）。

※
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
ソ
フ
ト
（
Ｏ

Ｓ
）
は
Ｘ
Ｐ
、
ソ
フ
ト
は
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ

ｃ
ｅ
2
0
0
3
を
使
用
し
ま
す
。

■対 
市
内
在
住
の
人
。

■定 
各
コ
ー
ス
　
人
。
■費 
無
料
。

10

■申 
電
話
ま
た
は
左
記
窓
口
ま
で
（
先

着
順
）。

■問 
 印
旛
公
民
館
。

■場 
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
高
花
）。

■対 
市
内
在
住
で
　
歳
以
上
の
人
。

60

■定 
　
人
。
■費 
5
0
0
円
。

20
■他 
剪
定
（
せ
ん
て
い
）
ば
さ
み
、
軍

手
持
参
。
汚
れ
て
も
い
い
服
装
で
。

■申 
　
月
5
日
我
・
午
前
　
時
か
ら
、

10

10

電
話
ま
た
は
左
記
窓
口
ま
で
（
先
着

順
）。

■問 
高
花
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
。

高
齢
者
の
料
理
教
室

　
も
ち
も
ち
ネ
バ
ネ
バ
食
材
を
使
っ

て
老
化
防
止
と
体
力
ア
ッ
プ
を
は
か

る
料
理
を
紹
介
し
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
我
・
午
前
　
時
～
午
後

10

26

10

1
時
。

■対 
市
内
在
住
の
　
歳
以
上
の
人
。

60

■定 
　
人
。
■費 
8
0
0
円
。

15
■申 
　
月
4
日
峨
・
午
前
9
時
か
ら
、

10
電
話
ま
た
は
左
記
窓
口
ま
で
（
先
着

順
）。

■問 
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
竹
袋
）。

パ
ソ
コ
ン
講
習
．
ｃ
ｏ
ｍ

～
操
作
入
門
編
～

　
電
源
の
入
れ
方
や
マ
ウ
ス
・
キ
ー

ボ
ー
ド
の
操
作
方
法
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
の
体
験
な
ど
初
歩

的
な
操
作
を
学
習
し
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
臥
、　
日
蚊
・
午
前
9

10

22

23

時
　
分
～
午
後
4
時
　
分
（
2
日

30

30

間
）。

■定 
　
人
。
■費 
5
0
0
円
。

15
■問 
　
月
8
日
臥（
必
着
）ま
で
に
、
往

10
復
は
が
き
の
往
信
面
に
①
住
所
②
氏

名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
③
年
齢
④
性
別
⑤

電
話
番
号
を
記
入
し
左
記
ま
で
（
先

着
順
）。

※
往
復
は
が
き
の
返
信
面
に
は
何
も

講
座
・
催
し

茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅
茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅
茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅
茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅
茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅
茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅
茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅
茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅
茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅

第第第第第第第第第第１１１１１１１１１１６６６６６６６６６６回回回回回回回回回回市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭をををををををををを開開開開開開開開開開第１６回市民文化祭を開催催催催催催催催催催催
　芸術・文化の祭典「第１６回印西市民文化祭」を下記の
とおり開催します。展示、大会、発表、催し各部門での
素晴らしい活動の成果をぜひご覧ください。
■問 生涯学習課文化班（緯内線５４４）。

会　場期　日部　門

中央公民館

11/3華～11/6蚊
9：00～16：00

※最終日は15：00まで

絵画
美術工芸
写真
書道
華道
手工芸
テーブル
ガーデニング
山野草・盆栽
菊花

11/5臥・13：00～16：00
11/6蚊・9：00～15：00

本埜公民館
主催事業作品展

文化ホール10/29臥・13：00～17：00
10/30蚊・９：30～15：30鉄道模型運転会

中央公民館

11/3華・10：00～15：00（表）
11/5臥・10：00～15：00（表）
11/6蚊・10：00～15：00（裏）

お茶会
（表）…表千家
（裏）…裏千家

11/3華～6蚊・10：00～15：00陶芸体験

文化ホール

10/16蚊・10：00～歌謡の集い
10/22臥・13：00～能楽の集い
10/23蚊・10：30～舞踊の集い
11/3華・13：30～合唱の集い

11/6蚊・13：00～ダンス
フェスティバル

11/12臥・13：00～民謡の集い

中央公民館
10/29臥・10：00～俳句大会
10/30蚊・10：00～短歌大会

総合福祉
センター

10/30蚊・9：30～将棋大会
11/13蚊・9：30～囲碁大会

中
央
公
民
館緯碓４２ 

２
９
１
１

中
央
駅
前
セ
ン
タ
ー

緯
碓４２ 
２
９
１
１

※
改
修
工
事
中
の
た
め
、
中
央
公
民

館
で
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

初
心
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
講
座

パ
ソ
コ
ン
で
年
賀
状
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か

　
パ
ソ
コ
ン
で
年
賀
状
を
作
っ
て
み

た
い
！
と
思
っ
て
い
る
人
を
対
象
に
、

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
の
基
本
操
作
、
標

準
機
能
を
学
び
、
年
賀
状
づ
く
り
を

体
験
し
ま
す
。

■時 
　
月
9
日
我
、　
日
我
・
午
前
9

11

16

時
　
分
～
　
時
　
分
（
全
2
回
）。

30

12

30

■場 
中
央
公
民
館
（
大
森
）。

小
林
公
民
館緯碓９７ 

０
０
０
３

味
わ
い
工
房
　

～
旬
の
食
材
を
学
ぶ
～

　
季
節
感
あ
ふ
れ
る
旬
の
食
材
で
、

家
庭
で
も
作
れ
る
す
て
き
な
和
・

洋
・
中
の
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
牙
、　
月
　
日
牙
、
平

11

17

12

15

成
　
年
1
月
　
日
牙
、
2
月
　
日

24

19

16

牙
・
午
前
　
時
～
午
後
2
時
（
全
4

10

回
）。

■対 
…
成
人
。
■定 
　
人
。

22

い
ん
ば
ポ
カ
ポ
カ
タ
イ
ム
♪
秋

　
季
節
感
の
あ
ふ
れ
る
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
や
わ
ら
べ
う
た
・
リ
ト
ミ
ッ

ク
な
ど
生
の
音
楽
を
通
じ
、
親
子
の

ふ
れ
あ
い
の
中
で
歌
や
運
動
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

■時 
　
月
　
日
臥
、　
月
5
日
臥
、　

10

22

11

19

日
臥
・
午
前
　
時
　
分
～
　
時
　
分
。

10

30

11

30

■対 
平
成
　
年
4
月
2
日
～
平
成
　
年

19

21

4
月
1
日
生
ま
れ
の
幼
児
と
保
護
者

で
、
原
則
3
回
参
加
で
き
る
人
。

■定 
　
組
。
■費 
無
料
。

15
■他 
水
筒
・
上
履
き
持
参
。

■申 
　
月
1
日
臥
・
午
前
9
時
か
ら
、

10
電
話
で
左
記
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
印
旛
公
民
館
。

年
賀
状
を
パ
ソ
コ
ン
で
♪

前
回
の
好
評
に
お
応
え
し
て
、

再
び
開
催
　外外

　
今
年
こ
そ
！
パ
ソ
コ
ン
で
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
年
賀
状
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
白
井
市
青
少
年
女
性
セ
ン
タ
ー

の
協
力
で
女
性
講
師
を
迎
え
、
丁
寧

で
親
切
な
指
導
で
年
賀
状
を
作
成
し

な
が
ら
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
か

ら
、
文
字
入
力
、
ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ

ル
の
基
本
も
学
び
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。
コ
ー
ス
は
、

初
心
者
コ
ー
ス
・
ワ
ー
ド
コ
ー
ス
・

エ
ク
セ
ル
コ
ー
ス
の
3
種
類
を
用
意
。

ど
の
コ
ー
ス
を
受
講
さ
れ
て
も
、
す

て
き
な
年
賀
状
が
作
成
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■時 
初
心
者
コ
ー
ス
（
全
3
回
）　
月
11

印
旛
公
民
館緯碓98 

0
4
2
7

体
験
教
室
「
縄
文
土
器
づ
く
り
」

　
市
内
で
採
取
し
た
粘
土
や
砂
を

使
っ
て
古
代
の
技
術
が
つ
ま
っ
た
土

器
づ
く
り
を
体
験
し
ま
す
。
最
終
日

の
焼
成
時
に
は
古
代
食
体
験
も
行
い

ま
す
（
全
4
回
）。

■時 
　
月
　
日
蚊
、　
日
蚊
、　
月
6

10

16

30

11

印
旛
歴
史
民
俗
資
料
館

緯
碓9９ 
0
０
０
２

稲
わ
ら
細
工
教
室

　
稲
わ
ら
を
使
っ
て
手
作
り
の
わ
ら

亀
を
作
成
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
　
月
9
日
我
・
午
後
1
時
～
4
時

11
　
分
。

30
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

緯
碓４7 
2
1
1
2

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

緯
碓４２ 
０
１
４
４

日
蚊
、　
月
　
日
蚊
・
い
ず
れ
も
午

12

11

前
9
時
　
分
～
午
後
4
時
。

30

■対 
小
学
校
4
年
生
以
上
一
般
成
人
で
、

4
回
す
べ
て
参
加
で
き
る
人
。

■定 
　
人
。

15
■費 
材
料
費
6
0
0
円
（
予
定
）。

■他 
昼
食
・
飲
み
物
持
参
、
汚
れ
て
も

よ
い
服
装
で
。

■申 
　
月
1
日
臥
か
ら
、
氏
名
・
年
齢

10
（
学
年
）・
住
所
・
連
絡
先
電
話
番
号

を
、
電
話
・
F
A
X
・
E
メ
ー
ル
、
ま

た
は
左
記
窓
口
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
印
旛
歴
史
民
俗
資
料
館
（
緯
碓99 
0

0
0
2
・
胃
碓99 
2
2
2
3
・
■メール siry

o
u
k
an
@
m
l.city

.in
zai.ch

i
b
a.jp

）。

 外
  国
  人
  ボ
  ラ
  ン
  テ
  ィ
  ア
  募
  集
 

が
い
 こ
く
 じ
ん
 ぼ
 ら
 ん
 て
 ぃ
 あ
 ぼ
 し
ゅ
う

　
 市
 で
は
、 9
  月
 か
ら
 日
  本
  語
  ボ
  ラ
 

し
 

く
 が
つ
 

に
 ほ
ん
 ご
 
ぼ
 
ら

 ン
  テ
  ィ
  ア
  実
  践
  講
  座
 を
 実
  施
 し
て

ん
 
て
 
ぃ
 
あ
 じ
っ
 せ
ん
 こ
う
 ざ
 

じ
っ
 し

お
り
、 生
  徒
  役
 を
 務
 め
て
い
た
だ
け

せ
い
 と
 や
く
 

つ
と

る
 外
  国
  人
  ボ
  ラ
  ン
  テ
  ィ
  ア
 を
 探
 し

が
い
 こ
く
 じ
ん
 ぼ
 
ら
 
ん
 
て
 
ぃ
 
あ
 

さ
が

て
い
ま
す
。 
興
  味
 の
あ
る
 人
 は
、

き
ょ
う
 み
 

ひ
と

ぜ
ひ
ご
 参
  加
 く
だ
さ
い
。

さ
ん
 か

胸
 日
  時
 …
　
 月
 　
 日
 、　
 月
 9
 日
 、

に
ち
 じ
 

が
つ
 

に
ち
 

が
つ
 

に
ち

10

26

11

　
 日
 、　
 日
 、　
 月
 7
 日
 ・ 毎
  回
  水
 

に
ち
 

に
ち
 

が
つ
 

に
ち
 
ま
い
 か
い
 す
い

16

30

12

 曜
  日
 ・
 午
  後
 2
 時
 か
ら
4
 時
 ま
で
。

よ
う
 び
 

ご
 
ご
 

じ
 

じ

胸
 会
  場
 …
ふ
れ
あ
い
 文
  化
  館
 （ 原
 ）。

か
い
 じ
ょ
う
 

ぶ
ん
 か
 か
ん
 
は
ら

胸
 申
  込
  方
  法
 …
 電
  話
 ま
た
は
 電
 

も
う
し
 こ
み
 ほ
う
 ほ
う
 

で
ん
 わ
 

で
ん

 子
 メ
ー
ル
で
 左
  記
 ま
で
ご
 連
  絡
 く

し
 

さ
 
き
 

れ
ん
 ら
く

だ
さ
い
。

 問
 い
・
 市
  役
  所
  企
  画
  政
  策
  課
  企
  画
 

と
 

し
 や
く
 し
ょ
 き
 か
く
 せ
い
 さ
く
 か
 
き
 か
く

 政
  策
  班
 （
緯
 内
  線
 4
7
3
）。

せ
い
 さ
く
 は
ん
 

な
い
 せ
ん

Looking For Foreign Volunteers.
We are looking for volunteers for a teacher training course in September. 
The objective of the course is to train Japanese native speakers in effective 
ways of teaching Japanese as a second language to foreigners.
The foreign volunteers will play the role of students, and give feedback to 
the teachers in training. Good Japanese teachers are invaluable to the 
international community, so your contributions would be greatly 
appreciated. Altogether there will be 5 training sessions.
Please give it a try!
Venue : Fureai Culture Center (Hara)
Time : 2:00pm to 4:00pm, Wednesday               
Dates: October 26, November 9, November 16,November 30, December 7
Application:
Call or Email to:Planning and Policy Division (Kikaku Seisaku-ka) [what is the 
phone number:0476-42-5111( Ex : 473) 
E-mail : kikakuka@ml.city.inzai.chiba.jp  

 
,

 
10 26 11 9 11 16 11 30 12 7  

2 4  
3-4  

 
0476-42-5111 473  



印西市役所緯碓42 5111　　http://www.city.inzai.chiba.jp

■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

実
食
体
験
や
環
境
関
連
展
示
な
ど
。

■定 
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
約
　
人
、
屋
形

50

船
は
　
～
　
人
／
回
を
約
　
回
。

15

25

10

■申 
【
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
】　
日
牙
（
必

20

着
）
ま
で
に
、
参
加
希
望
者
は
Ｈ
Ｐ

で
申
し
込
み
ま
た
は
人
数
、
氏
名
、

連
絡
先
を
記
載
し
河
川
環
境
課
へ

メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
く
だ
さ

い
。
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
以
外
の
催
し
は

当
日
受
け
付
け
（
先
着
順
）。

■問 
千
葉
県
河
川
環
境
課
（
緯
0
4
3

―
2
2
3
―
3
1
5
5
・
胃
0
4
3

―
2
2
1
―
1
9
5
0
・
■メール k

aw
a

k
an
2
@
m
z.p
re
f.ch
ib
a.lg
.

jp

・
フ
ェ
ア
専
用
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w
.in
b
a-fair.o

rg
/

）。

「
災
害
と
生
物
多
様
性
」

―
堂
本
暁
子
前
知
事
講
演
会
―

　
手
賀
沼
流
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委

員
会
主
催
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
後
1
時
～
4
時

10

15

（
開
場
0
時
　
分
～
）。

30

■場 
千
葉
県
手
賀
沼
親
水
広
場
水
の
館

（
我
孫
子
市
）。

■内 
堂
本
暁
子
制
作
生
物
多
様
性
D
V

D
上
映
と
講
演
。

■定 
1
5
0
人
（
先
着
順
）。
■費 
無
料
。

■問 
手
賀
沼
流
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委

員
会
・
八
鍬
（
■携 
0
9
0
―
5
2
1

7
―
6
6
9
9
）。

「
ロ
ケ
地
に
な
っ
た
千
葉
」

～
北
総
鉄
道
リ
レ
ー
展
示
～

　
北
総
鉄
道
沿
線
の
駅
構
内
で
、
印

西
市
も
舞
台
と
な
っ
た
「
小
川
の

辺
」
な
ど
映
画
・
ド
ラ
マ
の
ポ
ス

タ
ー
や
ロ
ケ
現
場
の
画
像
な
ど
の
展

示
を
行
い
ま
す
。

胸
日
程
…
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央

駅
（
～
　
月
　
日
蚊
）、
新
鎌
ケ
谷
駅

10

16

（
　
月
　
日
俄
～
　
日
蚊
）、
印
旛
日

10

17

30

本
医
大
駅
（
　
月
5
日
臥
）。

11

■問 
千
葉
県
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

（
緯
0
4
3
―
2
1
3
―
3
5
3

3
）。

■場 
プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井
（
酒
々
井

町
）。

■内 
煙
基
調
講
演
…
（
仮
称
）「
か
つ

て
の
い
ん
ば
沼
、
そ
し
て
酒
々
井

町
」
噛
講
師
…
川
島
俊
彦
氏
（
写
真

家
・
酒
々
井
町
在
住
）。
煙
特
別
講

演
（
仮
称
）「
こ
れ
か
ら
の
い
ん
ば
沼
、

そ
し
て
酒
々
井
町
」
噛
講
師
…
小
坂

泰
久
氏
（
酒
々
井
町
長
）。
煙
座
談

会
「
い
ん
ば
沼
の
生
き
も
の
た
ち
」

か
つ
て
の
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
る
か

…
？
噛
座
長
…
本
橋
敬
之
助
氏
（
苛

印
旛
沼
環
境
基
金
・
水
質
研
究
員
）

噛
パ
ネ
ラ
ー
…
平
間
幸
雄
氏
（
千
葉

県
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
・
上
席
研
究

員
）、
林
紀
男
氏
（
千
葉
県
立
中
央
博

物
館
・
農
学
博
士
）、
川
津
浩
二
氏

（
千
葉
県
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

内
水
面
水
産
研
究
所
・
上
席
研
究

員
）、
浅
野
俊
雄
氏
（
苛
日
本
野
鳥
の

会
会
員
）。

■定 
3
5
0
人
（
先
着
順
）。
■費 
無
料
。

※
主
催
苛
印
旛
沼
環
境
基
金
、
酒
々

井
町
。

■問 
苛
印
旛
沼
環
境
基
金
。

第
9
回
印
旛
沼

流
域
環
境
・
体
験
フ
ェ
ア

　
屋
形
船
や
ゴ
ム
ボ
ー
ト
体
験
な
ど

の
水
辺
体
験
や
流
域
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

を
通
し
て
、
印
旛
沼
流
域
の
水
環
境

再
生
に
つ
い
て
行
政
、
市
民
が
一
緒

に
考
え
る
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
　
分
～

10

22

45

午
後
3
時
（
　
時
ご
ろ
ま
で
一
斉
清

11

掃
を
実
施
。
荒
天
の
場
合
は
　
日
23

蚊
）。

■場 
佐
倉
ふ
る
さ
と
広
場
向
か
い
（
佐

倉
市
臼
井
田
）。

■内 
噛
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
…
ユ
ー
カ
リ
が

丘
駅
前
9
時
　
分
集
合
（
約
7
ｋ

45

ｍ
）
噛
水
辺
体
験
…
屋
形
船
乗
船
、

ゴ
ム
ボ
ー
ト
体
験
噛
そ
の
ほ
か
…
流

域
市
町
名
産
品
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
、
エ
コ

農
産
物
な
ど
の
販
売
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
オ
ニ
ビ
シ

会
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
）。

■対 
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護
者

同
伴
）。
■定 
　
人
。
■費 
無
料
。

20

■申 
　
月
　
日
牙（
必
着
）ま
で
に
、
住

10

20

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
同
伴
者
全

員
の
氏
名（
子
ど
も
は
学
年
）を
、
往

復
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
環
境
保
全
課
環
境
保
全
班
（
〒
2

7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3

6
4
―
2
・
緯
内
線
3
6
5
・
胃
碓42 

7
2
4
2
・
■メール k

am
e
n
arilo

v
e

@
y
ah
o
o
.n
e
.jp

）。　

い
ん
ば
沼
流
域
を

歩
い
て
楽
し
む
自
然
観
察
会

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
　
分
～

10

22

30

午
後
3
時
　
分
（
集
合
9
時
　
分
ま

30

15

で
。
小
雨
決
行
）。

■場 
佐
倉
城
址
公
園
自
由
広
場
集
合

（
県
立
佐
倉
東
高
校
脇
。
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）。

■内 
佐
倉
城
址
公
園
コ
ー
ス
（
約
5
k

m
）。
噛
講
師
…
岩
瀬
徹
氏
（
千
葉

県
生
物
学
会
顧
問
）
ほ
か
。

■定 
　
人
。

40
■費 
5
0
0
円
（
保
険
料
・
テ
キ
ス
ト

代
）。

■申 
　
月
7
日
画（
必
着
）ま
で
に
、
往

10
復
は
が
き
（
1
枚
に
参
加
者
2
人
ま

で
可
）
に
参
加
希
望
者
全
員
の
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
電
話
番

号
を
記
入
の
上
、
左
記
へ
郵
送
（
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）。

■問 
苛
印
旛
沼
環
境
基
金
（
〒
2
8
5

―
8
5
3
3
佐
倉
市
宮
小
路
町
1
2

番
地
・
緯
0
4
3
―
4
8
5
―
0
3

9
7
）。

い
ん
ば
沼
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
し
す
い

ｉｎ

　
印
旛
沼
と
流
域
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

家
た
ち
と
座
談
し
、
生
き
も
の
た
ち

の
世
界
か
ら
い
ん
ば
沼
の
供
い
ま
僑

を
の
ぞ
き
、供
あ
し
た
僑
を
眺
め
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
後
1
時
　
分
～

10

15

30

4
時
　
分
（
受
け
付
け
1
時
～
）。

30

に
木
下
ひ
ょ
う
た
ん
池
・
竹
袋
ほ
か

里
山
を
散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
　
月
　
日
俄
・
午
前
9
時
　
分
～

10

24

30

正
午
（
雨
天
中
止
）。

■場 
印
西
市
役
所
正
面
玄
関
前
集
合
。

■定 
　
人
。
■費 
無
料
。

20
■他 
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
帽
子
な
ど
持

参
。
歩
き
や
す
い
服
装
、
履
き
な
れ

た
靴
で
。

■申 
　
月
　
日
牙
ま
で
に
、
電
話
で
左

10

20

記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
地
区
健
康
推
進
員
・
丹
澤
（
緯
碓42 

4
1
4
1
）、
野
中
（
碓42 
7
3
3
4
）。

平
成
　
年
度「
印
西
地
域
史
講
座
」

23
～
歴
史
読
本
刊
行
記
念
～

　
教
育
委
員
会
と
共
催
で
、「
印
西

市
歴
史
読
本
」
刊
行
に
ち
な
み
、
執

筆
者
を
講
師
に
迎
え
、
印
西
市
の
歴

史
を
知
る
講
座
を
開
催
。　

■時 
　
月
　
日
蚊
、　
月
　
日
蚊
、　

10

23

11

27

12

月
　
日
蚊
、
平
成
　
年
1
月
　
日
蚊
、

25

24

22

2
月
　
日
蚊
、
3
月
　
日
蚊
・
午
前

26

25

　
時
～
正
午
（
6
回
連
続
講
座
）。

10■場 
平
岡
自
然
の
家
。

噛
講
師
…
『
印
西
市
歴
史
読
本
』
執

筆
者
お
よ
び
編
さ
ん
者
、
印
西
市
学

芸
員
。

■定 
　
～
　
人
。

40

50

■費 
一
回
・
実
費
5
0
0
円
。

■申 
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
記
入

し
、
F
A
X
で
左
記
へ
。

■問 
印
西
地
域
史
研
究
会
事
務
局
・
松

本
隆
志
（
緯
／
胃
碓47 
7
1
7
7
）。

亀
成
川
流
域
生
き
も
の
観
察
会

手
賀
沼
流
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
印
西

市
企
画
　

　
亀
成
川
を
愛
す
る
会
、
手
賀
沼
流

域
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
お
よ
び

手
賀
沼
水
環
境
保
全
協
議
会
主
催
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
正
午

10

22

10

（
小
雨
決
行
）。

■場 
牧
の
原
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
駐
車

場
集
合
。

噛
講
師
…
河
邊
久
男
さ
ん
（
里
山
の

ル
や
近
隣
の
小
・
中
学
校
の
発
表
、

力
作
を
展
示
。
古
本
交
換
市
や
体
験

コ
ー
ナ
ー
、
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
、

模
擬
店
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

■時 
　
月
　
日
臥
、　
日
蚊
・
午
前
　

10

22

23

10

時
～
午
後
4
時
。

■場 
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
（
木
刈
）。

■問 
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
（
緯
碓46 
8

6
1
1
）。

船
コ
ミ
ま
ぁ
ち

　
登
録
団
体
の
発
表
や
ビ
ン
ゴ
大
会
、

模
擬
店
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
お
ま

つ
り
で
す
。

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
。

10

30

10

■場 
船
穂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
船
尾
）。

※
模
擬
店
な
ど
出
店
募
集
中
。
出
店

希
望
者
は
左
記
へ
ご
連
絡
を
。

■問 
船
穂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
緯
碓48 
5
3
1
1
）。

　地
域
の
外
国
人
と
平
岡
の
秋
探
し

　
地
域
に
住
む
外
国
人
と
一
緒
に
、

印
西
市
の
自
然
の
よ
さ
を
も
う
一
度

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
午
後

10

29

10

2
時
　
分
（
受
け
付
け
9
時
　
分

30

45

～
）。

■場 
平
岡
自
然
の
家
。

■内 
自
然
散
策
（
ケ
ビ
ン
・
シ
ョ
ー
ト

氏
参
加
予
定
）・
　
時
～
正
午
、
夢
太

10

鼓
鑑
賞
・
午
後
1
時
　
分
～
2
時
　

30

30

分
。

■対 
ど
な
た
で
も
（
小
学
生
以
下
の
場

合
は
、
親
同
伴
で
）。
■定 
　
人
。

20

■費 
大
人
（
中
学
生
以
上
）
5
0
0
円
・

子
供
3
0
0
円
（
保
険
料
・
昼
食
代
）。

■申 
　
月
　
日
牙
ま
で
に
、
電
話
で
左

10

20

記
へ
（
先
着
順
）。

■申 
印
西
市
国
際
交
流
協
会
・
吉
岡

（
緯
碓46 
6
8
7
9
）、
國
方
（
緯
碓97 
4

7
7
3
）。

深
ま
る
秋
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　
印
西
市
地
区
健
康
推
進
員
と
一
緒

.lg
.jp
/a
p
-in
b
a
/in
d
e
x
.h
t

m
l

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

■問 
印
旛
地
域
農
林
業
振
興
普
及
協
議

会
事
務
局
（
県
印
旛
農
業
事
務
所
企

画
振
興
課
内
・
〒
2
8
5
―
0
0
2

6
佐
倉
市
鏑
木
仲
田
町
8
―
1
・
緯

0
4
3
―
4
8
3
―
1
1
2
9
）。

　男
女
共
同
参
画
講
座

～
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
講
座
～

　
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
と
は
自
分
と
相
手

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
誠
実
に
気
持

ち
を
伝
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
方
法
で
す
。

　
家
庭
の
中
で
、
家
族
も
自
分
も
大

切
に
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方

法
を
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
よ
り
学
び
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
峨
・
午
前
　
時
～
正
午
。

10

18

10

■場 
文
化
ホ
ー
ル
（
大
森
）。

噛
講
師
…
馬
渡
静
枝
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ウ
ィ
メ
ン
ズ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ち

ば
理
事
）。

■費 
無
料
。
■定 
　
人
。

30

■申 
電
話
で
左
記
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
市
民
活
動
推
進
課
市
民
活
動
支
援

班
（
内
線
3
4
5
）。

太
巻
き
寿
司
講
習
会

■時 
　
月
　
日
峨
・
午
前
　
時
～
正
午
。

10

25

10

■場 
永
治
プ
ラ
ザ
（
浦
部
）。

噛
講
師
…
岩
井
圭
子
氏
。

■定 
　
人
。
■費 
3
0
0
円
（
材
料
費
）。

10
■他 
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
巻
き
す
、

は
さ
み
、
の
り
　
枚
、
す
し
飯
4
合

10

（
酢
を
混
ぜ
た
飯
）、
寿
司
を
入
れ
る

容
器
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■申 
電
話
で
左
記
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
永
治
プ
ラ
ザ
（
緯
碓42 
1
1
0
1
）。

第
　
回
16

フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
祭
り

　
中
井
浩
之
さ
ん
の
「
ひ
と
り
語
り

芝
居
」、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
メ
ド
レ
ー

を
は
じ
め
地
域
で
活
動
す
る
サ
ー
ク

順
天
堂
大
学
生
涯
学
習
公
開
講

座
「
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」

　「
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と
ス
ポ
ー

ツ
！
」
を
テ
ー
マ
に
ス
ポ
ー
ツ
教
室

を
開
講
し
ま
す
。

■時 
①
　
月
6
日
蚊
、
②
　
日
蚊
・
①

11

13

②
と
も
午
前
　
時
～
正
午
（
受
け
付

10

け
9
時
　
分
～
）。

30

■内 
①
「
陸
上
教
室
（
短
距
離
・
跳
躍
）」

噛
講
師
…
越
川
一
紀
准
教
授
・
長
門

俊
介
助
手
②
「
サ
ッ
カ
ー
教
室
」
噛

講
師
…
吉
村
雅
文
准
教
授
・
福
士
徳

文
助
手
。

■場 
順
天
堂
大
学
さ
く
ら
キ
ャ
ン
パ
ス

（
平
賀
学
園
台
）。

■対 
市
内
在
住
・
在
勤
の
小
学
1
年
生

～
6
年
生
の
親
子
で
、
原
則
2
回
と

も
参
加
で
き
る
人
。

■定 
　
組
　
人
（
先
着
順
）。

15

30

■申 
　
月
3
日
俄
か
ら
7
日
画
ま
で
に
、

10
電
話
ま
た
は
左
記
窓
口
ま
で
。

■問 
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
班

（
緯
内
線
5
4
3
）。

米
の
消
費
拡
大

「
親
子
千
葉
丼
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
」

■時 
　
月
　
日
蚊
。

11

20

■場 
Ｊ
Ａ
西
印
旛
と
れ
た
て
産
直
館
印

西
店
（
西
の
原
）。

■内 
千
葉
県
産
の
米
と
食
材
で
作
る
オ

リ
ジ
ナ
ル
丼
の
コ
ン
テ
ス
ト
。

■対 
印
旛
郡
市
在
住
の
小
学
生
5
、
6

年
生
と
そ
の
保
護
者
二
人
一
組
。

■定 
6
組
（
書
類
選
考
に
よ
り
決
定
）。

■申 
　
月
　
日
俄
ま
で
に
、
応
募
用
紙

10

31

に
必
要
事
項
記
載
の
う
え
左
記
問
い

合
わ
せ
ま
で
郵
送
ま
た
は
持
参
。

　
応
募
用
紙
お
よ
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

は
、
市
農
政
課
窓
口
で
配
布
ま
た
は

県
印
旛
農
業
事
務
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ

（h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.ch
ib
a

（９）平成２３年（２０１１）１０月１日号

そ
の
ほ
か



印西市役所緯碓42 5111　　http://www.city.inzai.chiba.jp

平成２３年（２０１１）１０月１日号（１０）

【児童館】主な対象：18歳未満の子どもとその保護者
対象・持ち物 など事業名日時（祝・休日除く）施設名

親子のふれあい遊びと１１月のカレン
ダー作り。対象：２～３歳児とその保
護者。場所フレンドリープラザ。参
加自由。詳しくはおたより【たけの
こ】を参照。

すこやか
　　キッズ
（ハッピー外
ハロウィン）

１４日画
10：30～11：30
※当日自由参加中央駅前

児童館
（緯○４６ ５１１１）
（改修工事のた
め問い合わせ
は中央公民館
まで緯碓４２ ２９１１

すこやかキッズの活動内にお祝いし
ます。対象：０～就学前児とその保護
者。１日臥・１０：00～電話で左記へ。

１０月生まれの
誕生会

１４日画
1０：00～1１：３0

グラスアート作品作り。対象：小学生～中学生
（小学1～3年生は保護者同伴）。材料費1,000
円。4日峨・10：00～電話で左記へ。

チャレンジク
ラブ
「グラスアート
に挑戦」

29日臥
10：00～12：00

対象：1歳6カ月～3歳6カ月までの
子とその保護者。４日峨・10：00～電話
または窓口で受け付け（先着20組）。

ほっぺにチュッ！
（運動遊び）

２７日牙
１０：00～11：００

そうふけ
児童館
（緯○４5 ３８００）

多目的室を開放。バドミントンを
しよう！対象：小学生～高校生。
当日自由参加。

わんぱくランド
６日牙、１３日牙、
２０日牙、２７日牙
１５：00～１６：４５

対象：１歳６か月～４歳までの子どもとその
保護者。先着２０人。１８日峨・１０：00～電話
または窓口で。

ママ＆キッズ
エクササイズ
「骨盤矯正」

１１月２４日牙
１０：００～１１：３０

テーマ：ハロウィン制作とハロ
ウィンごっこ。対象：就学前の子
どもとその保護者。当日自由参加。

わんぱくタイム毎週金曜日
10：00～11：00子ども

ふれあい
センター
（緯○４２ ０１４４）

軽スポーツでふれあいを。対象：小
学生～１８歳未満の子と保護者、高
齢者。自由参加。

ファミリー
スポーツ広場

毎週土曜日
14：00～16：00

事前申込制。対象：未就学児とそ
の保護者。ぽんぽこ通信を参照。

フルーツランド
「ハロウィン」

２８日画
11：00～11：45いんば児童館

（緯碓80 3950） 『ハロウィンのボンボンマスコット
作り』。対象：小学生。先着15人。キラキラキッズ２０日牙

1５：３0～1６：３0

子育て情報コーナ子育て情報コーナーー
【子育て支援センター】　主な対象：就学前の子どもとその保護者

対象・持ち物 など事業名日時（祝・休日除く）施設名
親子のふれあい遊びとカレンダー作
り。対象：0～1歳児とその保護者。
場所：フレンドリープラザ。当日参加
自由。詳細はおたより「たけのこ」で。

にこにこハッ
ピー
【ハッピー外
ハロウィン】

12日我
10：30～11：30

中央駅前子育て
支援センター
（改修工事中の
ため問い合わせ
は中央公民館・
緯碓42 2911）まで

対象：2～3歳児とその保護者。場
所：印西西消防署。定員20組。5
日我10時より電話受付開始。

消防車を見に
行こう外

28日画
10：30～11：30

対象：0歳児とその保護者。場所：フレ
ンドリープラザ。臼看護師のアドバ
イス、SIDSについて・アロマテラ
ピー・測定渦保育士の手遊び嘘図書
館司書の読み聞かせ。当日参加自由。

ナースのポ
ケット＆アロ
マテラピー

25日峨
10：30～12 ：00 

対象：3カ月～1歳6カ月児とその
保護者。テーマ「薄着について」。電話・
窓口で予約。当日受け付けも可。

バブバブ
　　クラブ

5日我・12日我・
19日我

10：00～11：00

小林子育て
支援センター
（緯碓80 8700）

対象：就学前児とその保護者。保育園
2歳児と一緒にお散歩・リズムを楽し
みましょう外電話・窓口で予約。当日
受付可。

お散歩交流・
リズム交流

17日俄お散歩
26日我リズム
10：00～10：40

対象：利用されている全利用児・保護
者。みんなで運動会を楽しみましょ
う。電話窓口で予約。25組まで。

センター運動
会

11日峨
10：30～

親子で遊べる場所やコーナー遊びを
提供。広場は10：00～14：00ま
で開催。各コーナー遊びは左記の時
間になります。※ランチルームとし
て12：00～12：50まで児童館遊
戯室を開放します。

簡単クラフト毎週水曜日
10：00～11：15こぎつね

コンタの広場
（ふれあい文化
館内緯碓４５ 
3800）

元気に遊ぼう毎週木曜日
10：00～11：30

手遊びやお話
シアター

毎週金曜日
11：30～11：45

ハロウイン制作（1、2週の水～金
曜日）と絵の具あそびを楽しみま
しょう。今月の手遊びは「大きな栗
の木の下で」「こぶたぬきつねこ」
です。また、天気の良い日は中庭で
ランチをどうぞ。

おいでよ！
わくぽか広場

毎週水～金曜日
9：00～14：00

わくわく
ぽかぽか広場
（総合福祉
センター内
緯○４２ 0144） 10月生まれのお友達をお祝いしよ

う。対象：0歳児～就学前児とその
保護者。当日参加自由。

誕生会20日牙
13：00～13：20

親子で遊べる場所やコーナー遊びが
できる広場。広場は10：00～15：
00まで開催。
28日画は『図書館のおはなし会スペ
シャル』を開催。詳しくは、おたよ
り「ぽんぽこ通信」を参照。

変身グッズを作ろ
う

毎週水曜日
10：00～15：00マメタの

ぽんぽこ広場
（いんば児童館
緯○８０ 3950）

パネルシアター毎週木曜日
11：40～11：55

音楽で
      ゴー・ゴー第1～第3金曜日

11：40～11：55

保育士と体操やリズム遊びをしたり、
絵本やパネルシアターの読み聞かせ。
当日参加自由。

ぽっかぽか
　　タイム

毎週火～金曜日
11：00～11：30

滝野子育て
支援センター
緯○９７ 1822

1歳未満児とその保護者。手遊びや絵
本の紹介。看護師からのワンポイン
トアドバイスも。

ママ友クラス19日我
10：30～11：30

対象：乳幼児を持つ保護者15人
（先着順、託児なし）。14日画・10：
00から材料費500円を添えて窓口
で受け付け。詳細は「ぽっかぽかだ
より」を参照。

スクラップ　
クッキング11月11日画

10：00～11 ：30

※各事業の申し込みは、本人または家族の方に限ります。
対象・持ち物 など事業名日時（祝・休日除く）施設名

講師：栗田吉治氏。対象：未就学児と
その保護者２０組（保育はありませ
ん）。場所は：草深の森（現地集合解
散）1日臥より窓口で受け付け。参
加費無料。

母親講座
「森林セラピー
（森の色さがし）」

２8日画
１0：30～１２：００

つどいの広場
（緯○４７ ７８８０）

「ハロウィンポンチョ」昨年も人気
のポンチョを作って可愛く変身外
対象：1歳半までの親子。各回先着
15組。1日臥9：00～窓口・電話で。

「ミニチェ
リーランド」

１8日峨・２5日峨
11：00～

臼お話と手遊びや・リズム・ララ
ラン・絵本ガイド・ベビーマッ
サージ・測定。
渦ベビー＆ママYOGA・お誕生日
会・エアロビ・パパを楽しもう。

　　講座
（臼自由参加）
（渦要申込み）

11：00～11：30
（毎月1回）

親子ふれあい遊びや、リトミック
講座、ハロウィンパーティーなど
を行います。対象：俄2歳～就学前
児、我1歳児、画0歳児。

こあらっこ
　　　タイム

毎週月、水、金曜日
10：30～11：30

西の原保育園
こあら
（緯碓４５ ０２９１）

栄養士による講座と試食会。対
象：2歳児以上とその保護者１５組。
3日俄～電話・窓口で受け付け。

食育講座
　　・試食会

25日峨
1０：３０～11：5０

10月生まれのお友達をお祝いしよ
う。対象：0歳～就学前児とその
保護者。当日参加自由。

誕生会20日牙
10：30～11：30

制作、リトミック、英語など親子
で楽しめるさまざまな活動。詳し
くは「てんとうむしだより」参照。

てんとうむし
で遊ぼう毎週火、水、木曜日

9：30～14：30原山保育園
（みんなのおへ
や緯碓４７ ６６33）

常勤の看護師による子育てや健康
の相談。最終水曜日は身体測定。

子育て相談＆
身体測定

大小2つの築山が魅力の「土の園
庭」を自由に使うことができます。園庭開放毎週火、水、木曜日

11：00～12：00

室内の広場を開放しています。親
子で自由に遊べるスペースです。

ＪｏｙＪｏｙ
クラブ

毎週月～金曜日
９：0０～１２：００
１３：００～１５：0０

しおん保育園
（しおんひろば
緯○４６ １３２９）

しおんひろばの開催時間内に行わ
れます。親子制作工作・ダンス・
ゲームなど。詳しくは「しおんひ
ろば便り」をご覧ください。

チャレンジ
　　　クラブ

毎週月、火、水、金
曜日

１０：２０～１０：５０
木曜日・11：30～12：00

保護者の責任のもと、指定された
遊具や砂場で遊べます。園庭開放毎週月～金曜日

1１：０0～1２：０0

１０月生まれのお友達をお祝いし
ましょう。対象：０歳～未就学児と
その保護者。参加自由。

誕生日会1１日峨
１１：０0～11：３０

山ゆり保育園
（ぴよぴよくら
ぶ緯○９８ ３７７３）

園長先生手作りのアスレチックで
思いきり体を動かして遊びましょ
う。

きらきらの森１４日画・２５日峨
1０：00～11：１0

お子さんと一緒に秋をテーマにした
製作物を作ったみませんか。秋の製作週間１７日俄～２１日画

９：０0～1１：１５

栄養士による講座と試食会。詳し
くはＨＰの子育て支援ページへ。栄養相談

１１日峨、１８日峨、
２５日峨

１０：０0～１２：００

銀の鈴保育園
（かんがる～広
場緯碓４７ ７５６６）

看護師による講座と健康相談。詳
しくはＨＰの子育て支援ページへ。

発達相談すこ
やか講座

１３日牙、２０日牙、
２７日牙

９：４５～１０：３０
制作・リズム・お話など各種イベ
ント参加案内がある月も有り。対
象年齢はＨＰ子育て支援ページ参
照。２６日我・１３：００～親子英語
教室。電話予約のみ。

子育て支援
１２日我、１９日我、

２６日我
９：４５～１０：３０

【公園で遊ぼう（支援センターから）】11：00～11：45※雨天時中止

担当センター内　容会　場日　時
（祝・休日除く）

中央駅前子育て支援センター
（改修工事のため中央公民館
にお問い合わせください）
（緯碓４２ ２９１１）

集まれ外駅前
ひろば

武西学園台街区公園７日画

浦幡新田公園２１日画

小林子育て支援センター
（緯○８０ 8700）

リズム遊び運
動会ごっこ

草深公園１８日峨
木下はなみずき公園２５日峨

西の原保育園こあら
（緯○４５ 0291）こあら運動会西の原公園４日峨

滝野子育て支援センター
（緯碓97 1822）

親子ふれあい
遊びたきのひかりのおか公園２８日画

【子ども発達センター】
　お子さんの発育について気なることは
ありませんか。子ども発達センターでは、
成長や発達に心配のあるお子さんの相
談・児童デイサービスを行っています。

電話または窓口で、お気軽にご相談くだ
さい。
■時 月曜日～金曜日・9：00～17：00。
■問 子ども発達センター（保健福祉セン
ター内・緯碓40 6551・高花）。

※各施設でも子育てに関する相談を受け付けています。

日時（祝・休日除く）会　場

9日蚊、２３日蚊・11：00～大森図書館（おはなし室）

２2日臥・15：00～小林図書館（遊戯室）

①8日臥、22日臥・1１：00～
②１日臥、１５日臥・1５：00～そうふけ図書館（おはなしのへや）

６日牙、1３日牙、20日牙、27日牙・
15：30～小倉台図書館（おはなし室）

１５日臥・1０：３0～本埜図書館（おはなしコーナー）

おはなし会
　図書館では定期的におはなし会を行っています。紙芝居や大きな絵本など、楽し
いおはなしをご用意してお待ちしています。　10月の日程は下記のとおりです。
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夜、子どもが急に具合が悪くなったら

印旛市郡小児初期急病診療所（休日・夜間のみ）
佐倉市健康管理センター内（佐倉市江原台２－２７）

午後７時～翌朝６時平日・土曜日
診療時間

午前９時～午後4時45分・午後７時～翌朝６時日曜・祝日、年末年始

緯０４３－４８５－３３５５（診療時間内のみ）問い合わせ先

千葉県の小児救急電話相談
　受診したほうが良いのか、様子を見ても大丈夫なのか。看護師や小児科医が電話
でアドバイスします。

午後７時～１０時毎日相談時間

緯＃８０００（局番なし）プッシュ回線
電話番号

緯０４３－２４２－９９３９ダイヤル回線・携帯電話

保健センター通信 中央保健センター
（緯碓４２ ５５９５）

時　間会　場対　象内　容日　付
受け付け９：４５～
開始１０：００～中央保健センター

Ｈ23年5月生まれ

４カ月児相談
5日我 受け付け１３：30～

開始１３：45～Ｈ23年6月生まれ

受け付け９：４５～
開始１０：００～

ふれあいセンターいんばＨ23年5月～6月生まれ26日我

受け付け９：４５～
開始１０：００～

ふれあいセンターいんばＨ23年3月～4月生まれもぐもぐ教室
（離乳食教室）

13日牙

高花保健センターＨ23年3月～4月生まれ27日牙

受け付け１３：３０～
開始 １３：４５～

ふれあいセンターいんば
Ｈ22年12月～Ｈ23年1月生まれかみかみ教室 

（離乳食教室）

13日牙

高花保健センター27日牙

受け付け
１３：００～１３：３０

開始
１３：００～

高花保健センターＨ22年3月生まれ
１歳６カ月児健診

4日峨

ふれあいセンターいんばＨ22年3月～5月生まれ１8日峨

高花保健センターＨ21年7月生まれ
２歳児歯科健診

7日画

中央保健センターＨ21年7～8月生まれ21日画

高花保健センターＨ20年4月生まれ
３歳児健診

12日我

ふれあいセンターいんばＨ20年4月～５月生まれ25日峨

※離乳食教室は、開催の１週間前までに中央保健センターへお申し込みください。
試食費１００円。詳しくはお知らせをご覧ください。

■乳幼児健診・相談・教室

　●予防接種、乳幼児健診・相談・教室を受ける場合●
　ガイドブックの中にある予診票を記入し持参。保護者の
同伴が必要です。

碓伺 かかりつけ医を
持ちましょう

転入者のみなさんへ
胸
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・
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※祝・休日は実施していません。

市税などの
「夜間・休日収納窓口」
　22日臥は8：30～12：30、３１日
俄は20時まで、収納窓口を開設し
ています。
　また、納付相談も随時行います。
短期保険証の更新を希望する人は、
事前（休日の場合は前日まで）にご
連絡ください。
胸開設場所…市役所国保年金課。
※出入口は正面玄関をご利用くださ
い。
胸取扱税（料）目…市民税・県民税、
固定資産税・都市計画税、軽自動車
税、国民健康保険税、介護保険料お
よび後期高齢者医療保険料。
胸必要書類…納税通知書など、短期
保険証の更新の場合は保険証、納付
相談の場合は印鑑。
架市民税課収納管理班（緯内線３１６）、
国保年金課保険税班（緯内線281）、
国保年金課高齢者医療年金班（緯内
線299）、介護福祉課介護保険班（緯
内線277）。

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話市長談話室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシスススススススススススススススススススス（オアシス）））））））））））））））））））））

　市長と直接対話のできる市長談話室。
下表の日程（変更の場合あり）で開設して
います。予約は不要です。
架秘書広報課広報広聴班（緯内線418・
419）。

午後2時
　～4時

午前10時
　～正午

○10月12日牙
市役所市民課隣

今月の各種相談
問い合わせ会　　　　場日　　　　時相　談　名

市民課窓口班
緯内線235・238

市役所会議棟２階

14日画、２5日峨
10：00～12：00、13：00～15：00
【当日8：45から受け付け】※先着8人

市民生活相談
相談員による日常の諸問題（家族・
近隣関係など）

14 日画、２5日峨
10：00～12：00、13：00～15：00

【当日8：45から受け付け】
※日にちにより弁護士が異なります。※先着10人。

法律相談
弁護士による法律相談

市民安全課市民安全班
緯内線712・713

14 日画
10：00～12：00、13：00～14：30

【当日8：45から受け付け】

交通事故相談
交通事故相談員による相談

秘書広報課広報広聴班
緯内線418・419

14 日画
10：00～12：00、13：00～15：00

【当日8：45から受け付け】

行政相談
行政相談員による行政（国・県含む）
に対する苦情など

市民課戸籍班
緯内線232・233

人権相談
人権相談員による相談

印西市消費生活セン
ター
緯碓４２ ３３０６

市役所附属棟
2階

10日華を除く毎週月、火、水、金曜日
10：00～12：00、13：00～16：00

【電話相談も可】

消費生活相談
消費生活相談員による商品品質、訪
問販売の苦情などの相談

印西市商工会
緯碓４２ 2750

中央公民館1階
第一会議室

9日蚊
10：00～12：00、13：00～15：00

【事前予約優先】

住宅相談
商工会工業部会によるリフォームな
どの相談

家庭児童相談室
緯碓４２ 5180直通市役所

10日華を除く毎週月～金曜日
9：00～16：00
【電話相談も可】

家庭児童相談
家庭相談員による18歳までの子ど
もについてなどの各種相談

社会福祉協議会
（総合福祉センター内）
緯碓４２ 0294

総合福祉センター
毎週水、金曜日

10：00～12：00、13：00～15：00

心配ごと相談
心配ごと相談員による悩みごと相談

教育相談専用電話
緯碓４７ 7830教育センター

10日華を除く毎週月～金曜日
9：30～12：00、13：00～15：30

教育相談
教育相談員による小・中学校の教育
に関する相談

10日華を除く毎週月～金曜日
9：00～17：00

子ども相談室
小・中学生からの悩み相談

家庭児童相談室
緯碓４２ 5180市役所附属棟2階

6日牙、20日牙
10：00～12：00、13：00～16：00
【予約制・1人50分・電話相談も可】

女性の悩み相談
女性が抱えている悩み全般

平成23年1月1日～平成23年1月31日
死者数傷者数人身事故発生数
10人2,354人1,914件千 葉 県
1人62人50件印西警察署管内
1人28人24件印 西 市 内

全国死者数327人　千葉県－全国ワースト11位－

胸交通事故発生状況胸

平成2３年8月3１日現在
昨年との比較今年の累計8月

　＋6件37件2件火災
　＋339件2,248件292件救急

－2件23件0件救助

胸火災等発生件数（印西市内）胸今月の市民課窓口業務の土曜・日曜開庁日程は、

脅市役所本庁…8日臥・22日臥（8：30～17：15）。

脅印旛支所…毎週土曜日（8：30～12：00）。

脅滝野出張所…毎週土・日曜日（8：30～17：15）で

　す。

●健康づくり相談　※予約制
時　　　間会　場日　付

１０：００～１２：００

本埜保健センター11日峨
中央保健センター１3日牙
高花保健センター17日俄
ふれあいセンターいんば27日牙

※上記日程以外でも来所または電話で、健康づくり相談を行っています。
担当者不在の場合もありますので、来所の際はあらかじめ中央保健セン
ターまでご連絡ください。

■一般対象（血圧測定ほか、生活習慣病予防・栄養相談など）

■予防接種
受付時間会　場対　象日　付
１３：3０
～
１３：５０

高花保健センターポリオ
生後4か月
　～7歳6か月未満

6日牙

本埜保健センター19日我

●プレママクラス10月（３回）対象は市内在住の妊婦と家族※申
時　間内　容会　場日　付
１0:00～
　14:00

お母さんと赤ちゃんの栄養。（お話と調理
教室）※エプロン、三角布、ふきん２枚
持参、参加費300円

高花保健
センター

20日牙

１3:00～
　16:00

妊娠中の過ごし方（助産師さんのお話）
妊婦体操。

24日俄

プレ子育て体験（沐浴・おむつの替え方）28日画

■妊婦対象（栄養や日常生活の相談など）
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（
評
）
伝
統
的
な
神
楽
を
う
ま
く
と
ら
え

て
い
る
。
ま
る
で
そ
の
場
に
い
る
か
の

よ
う
な
臨
場
感
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。

第20回　ふるさと発見フォトコンテスト

怯
佳
作

怯
踊
る
二
匹
天
狐
（
浦
部
）

怯
往
古
穂
（
旭
市
）

こちら編集こちら編集室室

秘書広報課広報広聴班

よ
く
見
…
よ
く
聞
き
…

　
　
　
　
正
し
く
お
知
ら
せ

サツマイモときのこのご飯

「
が
ん
検
診
」
を
受
け
ま
し
ょ
う

－103－

いろいろ食べて生活習慣病予防！
　材料（４人分）
　米２合、サツマイモ中１本（150ｇ）、シメジ
１パック、【調味料】酒大さじ２、塩小さじ１／
２、しょうゆ大さじ１、昆布適量。
　作り方
臼米は炊く３０分前にとぎ、水２カップを加える。
②サツマイモはよく洗い、皮つきのまま、1.5㎝
角のサイコロに切り、水にさらす。
③シメジは、石突きを取ってほぐす。
④●1 ●2 ●3 に調味料を加えて普通に炊く。
※しめじの代わりにマイタケでもおいしいです。
★１人分の栄養価★
エネルギー353kcal、たんぱく質8.9g、脂質1.0
ｇ、カルシウム22mg、塩分1.4ｇ。
提供…地区健康推進員のみなさん

印西市観光協会主催

平成２３年（２０１１）１０月１日号（１２）

　
ひ
と
こ
と
で
「
が
ん
検
診
」
と

い
っ
て
も
「
胃
が
ん
・
肺
が
ん
・
大

腸
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
・

前
立
腺
が
ん
」
な
ど
で
き
る
部
位
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
毎
年
、
市

で
も
実
施
し
て
い
る
「
が
ん
検
診
」

に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
す
。

「
が
ん
検
診
」
を
受
け
る
必
要
性

　
日
本
人
の
が
ん
に
よ
る
死
亡
率

（
部
位
別
）
は
、
男
性
の
1
位
は
肺
、

2
位
胃
、
3
位
大
腸
（
結
腸
と
直
腸

合
わ
せ
て
）、
4
位
肝
臓
、
5
位
膵

臓
で
す
。
女
性
の
1
位
は
大
腸
（
結

腸
と
直
腸
合
わ
せ
て
）、
2
位
肺
、

3
位
胃
、
4
位
膵
臓
、
5
位
乳
房
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
結
果
か
ら
も
毎
年
市
で
実
施

し
て
い
る
「
が
ん
検
診
」
の
項
目
と

同
じ
こ
と
に
気
付
き
ま
せ
ん
か
。
医

療
の
進
歩
に
よ
り
、
早
期
が
ん
で
発

見
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、
治
療
方

法
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
そ
の
た
め
、

も
し
「
が
ん
」
が
見
つ
か
っ
て
手
術
・

治
療
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て

も
以
前
に
比
べ
て
生
存
率
が
高
く

な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
し
か

し
、
検
診
を
受
け
ず
、
体
の
変
調
に

気
づ
か
ず
放
置
し
て
し
ま
う
こ
と
で

進
行
し
て
発
見
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ

る
の
も
事
実
で
す
。
早
期
発
見
・
治

療
の
た
め
に
も
、
体
の
不
調
を
感
じ

る
前
に
毎
年
検
診
を
受
け
て
ご
自
分

の
体
に
異
常
が
な
い
か
確
認
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
が
ん
検
診
」
の
受
診
率

　
全
国
の
「
が
ん
検
診
」
受
診
率
を

見
て
い
く
と
、
大
腸
が
ん

検
診
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
、

乳
が
ん
検
診
は
少
し
ず
つ

で
す
が
、
増
加
し
て
い
ま

す
。
一
方
で
肺
が
ん
、
胃

が
ん
検
診
は
微
減
傾
向
で

す
。
　
子
宮
頸
が
ん
検
診
と
乳

が
ん
検
診
は
平
成
　
年
度

21

か
ら
始
ま
っ
た
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
の
配
布
に
よ
り
受

診
率
の
増
加
効
果
が
み
ら

れ
ま
す
。
こ
の
女
性
特
有

の
が
ん
は
子
育
て
世
代
の
　
代
か
ら

30

　
代
の
人
の
罹
患
（
り
か
ん
）
率
が

40高
く
な
っ
て
い
る
の
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。
健
康
に
家
族
が
生
活
し

て
い
く
た
め
に
も
ご
自
分
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を
毎
年
し
ま
し
ょ
う
。

　
男
女
と
も
に
死
亡
率
の
上
位
5
位

以
内
に
入
っ
て
い
る
「
大
腸
が
ん
」

に
つ
い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

死
亡
率
が
高
い
た
め
に
、
国
と
し
て

も
対
策
を
考
え
て
、
平
成
　
年
度
は

23

「
働
く
世
代
の
が
ん
検
診
推
進
事

業
」
と
し
て
　
歳
か
ら
　
歳
ま
で
の

40

60

5
歳
刻
み
の
節
目
年
齢
に
当
た
る
人

に
対
し
て
受
診
料
が
無
料
に
な
る

ク
ー
ポ
ン
券
と
「
が
ん
検
診
手
帳
」

を
配
布
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、　
月
　
日
ま
で
胃
が
ん

12

22

検
診
、
前
立
腺
が
ん
検
診
、
子
宮
頸

が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診
の
個
別
健

診
を
実
施
中
で
す
。
申
し
込
ん
で
ま

だ
受
診
し
て
い
な
い
人
は
、
市
内
委

託
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
ほ
か
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
・

乳
が
ん
検
診
の
集
団
検
診
が
今
月
か

ら
順
次
始
ま
り
ま
す
。
申
し
込
ん
で

い
る
人
に
は
検
診
の
2
～
3
週
間
前

に
問
診
票
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、

日
時
や
場
所
を
確
認
の
上
、
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
人
で
受

診
を
希
望
す
る
人
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
健
康
増
進
課
（
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
内
・
緯
碓42 
5
5
9
5
）。

　
左
記
の
グ
ラ
フ
は
平
成
　
年
度
の

22

印
西
市
各
種
が
ん
検
診
の
受
診
率
を

表
し
た
も
の
で
す
。
市
の
受
診
率
は

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
国
は
受

診
率
　
％
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
の

50

で
、
受
診
率
は
ま
だ
低
い
状
況
で
す
。

　
こ
の
号
を
発
行
す
る
こ
ろ
に
は
、

秋
ら
し
い
過
ご
し
や
す
い
気
候
に
な

り
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
に
最
適

な
季
節
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
ち
な
み
に
、
今
年
の
　
月
　
日

10

27

～
　
月
9
日
は
、
第
　
回
「
読
書
週

11

65

間
」。
今
回
の
標
語
は
「
信
じ
よ
う
、

本
の
力
」
で
す
。

　
新
刊
本
を
買
う
こ
と
は
、
年
に
2
、

3
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
最
近
「
日

本
海
軍
4
0
0
時
間
の
証
言
」
を
購

読
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
N
H
K
ス

ペ
シ
ャ
ル
で
放
映
し
た
内
容
に
取
材

の
過
程
な
ど
を
書
き
加
え
た
も
の
で

す
。
2
0
0
9
年
に
放
映
さ
れ
た
同

名
の
番
組
は
見
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
映
像
と
音
声
で
は
と
ど
ま
ら

な
か
っ
た
言
葉
が
、
活
字
に
な
っ
た

こ
と
で
脳
裏
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　「
信
じ
よ
う
、
本
の
力
」。
こ
の
標

語
に
説
得
力
を
感
じ
な
が
ら
、
次
は

何
を
読
む
か
思
案
し
て
い
ま
す
。
碓TM
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